
H21.3.7��古道巡り「第2回若彦路をあるこう!」（八代町・定林寺）
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桃の花まつり

マラソン大会に伴う交通規制

保育課を設置

乳幼児医療費助成を拡大

輝け笛吹の未来

スコレー大学受講者募集

笛吹市探訪

くらしの情報

笛吹市環境ニュース

ふえふきトピックス

図書館インフォメーション

4カ国の子どもたちの絵画展



19日（日）川中島合戦戦国絵巻 石　和

16日（木）中山まつり 一　宮

15日（水）大神幸祭（おみゆきさん） 一　宮

12日（日）金刀比羅神社例大祭 境　川

12日（日）いちのみや桃の里マラソン大会 一　宮

11日（土）甲州軍団出陣石和地内パレード 石　和

11日（土）・12日（日）みさかまつり会場 御　坂

8日（水）・9日（木）全国ゲートボール大会 御　坂

5日（日）桃の花まつり　やつしろ会場 八　代

4日（土）春日居桃の花まつり 春日居

4日（土）みずウォーク2009笛吹川大会 市　内

4日（土）・5日（日）永井天神社の神楽 八　代

4日（土）・5日（日）美和神社例大祭 御　坂

11日（土）・12日（日）

4日（土）・5日（日）
桃の花バス運行 市　内

4日（土）～12日（日）甲斐一宮国分寺お花見会場 一　宮

3日（金）大石寺の火渡り 境　川

3日（金）～5日（日）山梨岡神社祭典 春日居

2日（木）石和よっちゃばれソーラン祭 石　和

3日（金）市部通り歩行者天国 石　和

3日（金）八幡神社例大祭 石　和

1日（水）芸妓みこし 石　和

1日（水）～15日（水）桃畑ライトアップ（JR中央線沿線） 春日居

1日（水）～19日（日）釈迦堂花ウィーク 一　宮

1日（水）～19日（日）大文字焼き・笈形焼き点灯 一宮・春日居

1日（水）～19日（日）お花見御坂散策コース 御　坂

日　　程イベント 地　区

■
交
通
規
制
区
間
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市
道
「
一
宮
坪
井
線
」

坪
井
熊
野
神
社
南
交
差
点�

〜�

七
五
三
石

交
差
点�

〜�

本
都
塚
交
差
点�

〜�

浅
間
神

社
○
県
道
「
市
之
蔵
・
山
梨
線
」

　
浅
間
神
社�

〜�

相
興
交
差
点�

〜�

矢
作
橋

○
県
道
「
山
梨
・
御
坂
線
」

国
道
20
号
鷺
堂
交
差
点
北
（
一
宮
東
原
竹

原
田
交
差
点
）�

〜�

七
五
三
石
交
差
点�

〜

田
中
交
差
点

○
小
城
八
幡
橋
線
（
広
域
農
道
）

国
道
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号
両
ノ
木
神
社
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交
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本

都
塚
交
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新
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川
橋

○
日
川
左
岸
協
定
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新
日
川
橋�

〜�

矢
作
橋

　
ラ
ン
ナ
ー
は
、
市
役
所
一
宮
支
所
前
を

午
前
９
時
45
分
に
出
発
す
る
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
の
部
を
皮
切
り
に
、
親
子
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
３
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
、
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
部
の
順
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
８

　「いちのみや桃の里マラソン大会」当日は、一宮町内の一部道路が交通規制さ
れます。ランナーが安全でスムーズに通過できるよう、ご協力をお願いします。
また、ランナーの妨げになりますので、コース区間への駐車はご遠慮ください。

大
会
当
日
は
、
一
宮
図
書
館
・
い
ち

の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
は

休
館
し
ま
す
。

　これまで、保育所の管理運営を各支所で行ってきましたが、本庁で統括的に行うため、4月から保育課を設

置します。そのため、保育所の管理運営は本庁に集約されますが、入退所の申

請、保育料納付などは、引き続き支所で取り扱います。

　また、保育課の設置に伴い、児童課の担当事務の一部が変更になります。

児童課　児童家庭担当��児童手当、子育て支援、乳幼児医療費、ひとり親家庭

支援、児童館・学童保育、家庭児童相談など

保育課　総務担当・保育所担当　入退所事務、私立保育園補助、保育料徴収、

施設建設・維持管理、指定管理、緑のカーテン事業、保育計画、職員研修など

■問合せ先　笛吹市役所　☎�055（262）4111 保育課が設置される市役所南館



　
皆
さ
ん
が
望
む
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
市

政
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
長
の
求
め
に
応
じ
て
市
の
行

財
政
改
革
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
べ
、
検

討
す
る
「
行
政
改
革
推
進
委
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

■
応
募
資
格

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

■
任
期
平
成
21
年
６
月
〜
平
成
23
年
３
月

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
小
論

文
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
（
電
話
で
の
応
募
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
）

■
小
論
文
テ
ー
マ

「
行
財
政
改
革
に
関
す
る
こ
と
」（
４
０
０

字
程
度
・
用
紙
自
由
）

　
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど

を
気
軽
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
提
出
さ
れ
た
書
類
は
お
返
し
で
き

ま
せ
ん
。

■
用
紙
配
布
場
所

　
財
政
課
窓
口
、
各
支
所
窓
口
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

４
月
15
日（
水
）〜
30
日（
木
）必
着

■
応
募
先

〒
４
０
６
―
８
５
１
０

笛
吹
市
石
和
町
市
部
７
７
７
　

笛
吹
市
役
所
　
経
営
政
策
部
　
財
政
課

・
℻
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
５

・
電
子
メ
ー
ル

　g
y
o
u
k
a
k
u
@
c
ity
.fu
e
fu
k
i.lg
.jp

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
部
　
財
政
課
　
行
政
改
革
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　市では、厳しい経済状況の中で売り上げなどが減少している中小企業者の経営安定のため、事業

資金の緊急融資を受けた場合に利子補給を行う制度を創設しました。

■対象者　○小　売　業（資本金5,000万円以下、従業員50人以下）

　　　　　○サービス業（資本金5,000万円以下、従業員100人以下）

　　　　　○卸　売　業（資本金１億円以下、従業員100人以下）

　　　　　○製造業、建設業、運輸業ほか（資本金３億円以下、従業員300人以下）

■要　件　○市内に１年以上事務所をかまえていること

　　　　　○市税を完納していること

■利子補給の対象借入期間　平成20年11月１日～平成21年10月31日

■利子補給率　　　　　　　50%以内（基準日において該当する期間の支払い利子について）

■利子補給期間　　　　　　３年間

■年間支払い限度額　　　　10万円

■利子補給金の基準日　　　毎年10月末日

■利子補給の対象融資資金　日本政策金融公庫資金（マル経融資）・商工貯蓄共済資金

　　　　　　　　　　　　　山梨県商工業振興資金・スイフト500（商工会・商工会議所会員融資）

※また、市では笛吹市商工会と連携して、融資制度についての相談窓口を開設しています。

　��■問合せ先　産業観光部　観光商工課　商工労働担当　☎055（262）4111

　　　��　　　　笛吹市商工会　　　　　　　　　　　　　☎055（263）7811

　乳幼児医療費の通院の助成対象年齢を、５歳未満から小学校入学前ま

でに拡大します。

　平成15年４月２日以降に生まれたお子さんで、すでに乳幼児医療費

受給資格者証をお持ちの方には、３月下旬に新しい資格者証を送付しま

した。まだ届いていない場合はお問い合わせください。

―食事療養費も助成対象に―
　平成21年４月診療分から、入院時の食事療養費も助成の対象になります。食事療養費を医療機関

に支払った後、領収書などを持参して申請してください。

※重度心身障害者医療費・ひとり親家庭医療費助成資格のあるお子さんで、満６歳になった後の最

初の３月31日までの食事療養費も助成の対象となります。

　下記の各医療費担当へ申請してください。

■問合せ先

　○乳幼児医療費、ひとり親家庭医療費について

　　保健福祉部　児童課　児童家庭担当　　　☎�055（261）1904

　○重度心身障害者医療費について

　　保健福祉部　福祉総務課　障害福祉担当　☎�055（262）1271

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!

　
市
職
員
や
消
防
職
員
が
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
あ
っ
せ
ん
・
販
売
や
、
特

定
業
者
に
販
売
委
託
す
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。

　
悪
質
な
業
者
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
今
年
に
入
り
、
空
気
が
乾
燥
し
た
状
態
が

続
き
、
火
災
が
多
発
し
死
者
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
住
宅
火
災
に
よ
り
、
５
年
連
続
で
１

０
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が
全
国
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
死
亡
原
因
は
「
就
寝
中
の
逃
げ
遅
れ
」
の

割
合
が
高
く
、
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
火
災
の
早
期
発
見
が
非
常
に
重
要
で
す
。

■
火
災
の
早
期
発
見
に
は
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱
を

自
動
的
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
音
や
声
で
火
災

の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

■
効
果
を
発
揮
で
き
る
位
置
へ
設
置
を

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
普
段
就
寝

に
使
う
部
屋（
寝
室
）に
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
就
寝
に
使
用
さ
れ
る

子
ど
も
部
屋
も
同
様
で
す
。

　
ま
た
、
就
寝
用
の
部
屋
が
２
階
以
上

に
あ
る
場
合
は
、
そ
の
階
の
階
段
に
も

設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
台
所
や
居
室
に
は
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
設
置
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
購
入
場
所

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消
防
用
設

備
取
扱
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電

量
販
店
、
ま
た
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

　
基
準
に
合
格
し
た
N
S
マ
ー
ク
（
日
本

消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
合
格
証
）
が
付
い

て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
消
防
本
部
　
予
防
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）０
１
１
９

正しい取り付け位置

住宅用火災警報器



推進委員会が取り組んでいる男女共同参画推進
条例制定について、概要などを説明し、来場者
から条例への意見をいただきました。収集した
意見は、今後の検討に生かしていきます。

「地域づくりと男女共同
参画」と題して、立教大
学教授の萩原なつ子氏が
講演を行いました。萩原
氏は、「地域をよく見た
り、知ったりして、性別
に関係なく誰もがその人
らしく伸びやかに生活で
きる社会にすること。そ
れには、働き方を変え
て、仕事と生活の調和
（ワークライフバラン
ス）を実現することが大
事」と話していました。

■問合せ先
　市民環境部　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎055（262）4111

楽しい会

だったわね～
会場が熱気に

あふれていたね!

笛ちゃん 吹ちゃん

　男女共同参画について皆さんに楽しく知ってもらうため、2月14日、いちのみや桃の里ふれ

あい文化館で「輝け男女�笛吹フォーラム2008」を開催しました。会場には、約150人が来場し、

盛況の内に幕を閉じました。

会話劇「勇気をもって地域にはばたこう」を演じました。会場
から笑い声も起こる中で、「古い習慣にとらわれず、望ましい地
域をつくっていこう」と訴えました。

男女共同参画を積極的に推進している企業３社を訪問したこと
など、活動報告を行いました。来場者は真剣に聞き入っていました。

「輝けチャチャチャ��笛吹の未来」の歌と体操を
披露しました。ちびっこ隊やコーラス輝き隊が加わり、会場が一
体となって楽しい歌声を響かせました。

お風呂のお湯を再利用

　
市
の
水
道
用
水
は
、
地
下
水
・
湧
水
（
わ

き
水
の
こ
と
）
・
表
流
水
の
３
種
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
長
い
工
程
を
経
て
浄
化
さ
れ
、
皆

さ
ん
の
も
と
に
届
き
ま
す
。

（
表
流
水�

・・・�

川
や
湖
・
沼
の
水
の
よ
う
に

地
表
に
あ
る
も
の
）

■
１
日
で
プ
ー
ル
55
杯
分

　
市
内
で
１
日
に
使
わ
れ
る
水
の
量
は
、

平
均
２
万
４
３
６
４
立
方
メ
ー
ト
ル
（
平

成
19
年
度
）で
、
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル（
約

45
万
リ
ッ
ト
ル
）
の
約
55
杯
分
に
当
た
り

ま
す
。

　
そ
の
内
の
約
86
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
活

用
水
で
す
。

　
近
年
、
日
常
生
活
に
必
要
な
水
の
安

定
し
た
供
給
と
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
は
主
に
次
の
２
つ
で
す
。

①
地
下
水
、
表
流
水
の
水
質
が
落
ち
て

き
て
い
る
。

②
湧
水
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
全
国
的
に
も
こ
の
傾
向
が
あ
り
、
限

ら
れ
た
天
然
資
源
で
あ
る
水
を
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
環
境
に
お
財
布
に
や
さ
し
く

　
節
水
を
心
が
け
る
こ
と
で
使
う
水
道

水
の
量
を
減
ら
せ
ば
、
上
水
道
利
用
料

金
は
も
ち
ろ
ん
下
水
道
利
用
料
金
も
少

な
く
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
ほ
ん
の
ち
ょ
っ

と
心
が
け
て
、
環
境
に
も
お
財
布
に
も

や
さ
し
い
暮
ら
し
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
業
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
５

その他
3%

工場用
1%

生活用
86%

■生活用　　■業務・営業用
■工場用　　■その他

業務・営業用
10%

コップ（200CC）
を使えば

30秒間水を流しっぱなしで、約６リ
ットルもの水を使います（１カ月約
540リットル＝49円）。

３杯程度ですみます（１カ月約54リ
ットル＝4.9円）。

歯磨き（1日3回を30日の場合）

バケツでくんで
洗えば

20分間出しっぱなしで、約240リッ
トルもの水を使います（約22円）。

約30リットルですみます（約３円）。

洗車（月1回の場合）

洗濯に再利用
すれば

お風呂の残り湯をそのまま捨ててい
ませんか。

浴槽のお湯は200リットル（１回約
18円、１カ月なら540円）。水温が高
いので、汚れ落ちが良くなる効果も。

洗　　濯

※金額は、基本水量20立方メートル1,800円で計算しました。（１立方メートル90円）



金島正美　先生

6月23日・30日（火）
午前9時30分～11時30分

学びの杜みさか

8月25日、9月1日･8日･15日･29日（火）
午後7時～午後8時30分
スコレーパリオ

15人

小松明美　先生

齊藤茂夫　先生

4,800円（材料費)

9月2日・9日・16日・23日・30日（水）
午後2時～4時

スコレーパリオ

☆エコクラフトは、古新聞や牛乳パックから作られる
再生紙を利用した手芸です。これから季節に大活躍
する籐（とう）の風合いの「バッグ」を作ります。バッ
グはとても軽く取り扱いも楽です。

古屋はるみ　先生

宮本和郎　先生

境川総合会館

2,000円（材料費）

9月1日・8日・15日(火)
午前10時～11時30分

学びの杜みさか

大西節子　先生

七澤麻美　先生

6月5日・19日、7月3日・10日・17日・24日（金）
午前9時30分～11時30分

500円（材料費）

スコレーセンター

山本博美・海野宏美　先生 15人

6月3日・4日・10日・11日・17日
午前9時30分～12時

若彦路ふれあいセンター

佐々木護　先生

2,000円（材料費）

6月5日（金）　午後1時30分～3時30分

山梨園芸高校農場

園芸高校　橘田正博�・米山正仁�先生

25人

☆牛革のパウダーから生まれた粘土で、ブローチやペン
ダント、イヤリングなど、毎回違うアクセサリーを5種
類製作します。自在に造形することができ、完成した
作品は軽く丈夫で陶器のような光沢があります。※受
講申込期間中、作品見本を生涯学習課で展示

☆陶芸をやってみたいけれど不器用なので…と思って
いる初心者の方。陶芸部員の指導で、2キログラムの
粘土を使いカップ・茶わんなどを全5回の講座で仕上
げていきます。

☆いろいろな作品を朗読します。
　朗読のための基本を学びましょう。

☆チョークアートはオーストラリア生まれの黒板画です。
特殊なチョークで黒板に画を描くための基本を学びま
す。※受講申込期間中、作品見本を生涯学習課で展示

☆四季折々の自然の美しさを水墨（すいぼく）画で描い
てみませんか。筆の使い方など基礎から学びます。
描いた時には、きっと喜びや自然を見直す機会が得ら
れる講座です。※用具一式に7,000円程度かかります

☆全3回の初心者向けアロマテラピー教室です。「アロマ
テラピーって何だろう？」から始まり、好きな香りやそ
の特徴を知ることで健康や美容にも役立てませんか。
お子さん連れでの参加もできます。クラフトづくりも
しながら楽しく学びましょう。

☆本格的な夏の訪れ前に、鮮やかでさわやかなグリー
ンを寄せ植えします。室内グリーンをインテリアの
ひとつとして取り上げます。ガーデニングやグリー
ンインテリアに興味のある初心者向けです。

☆一枚の革に工具を使って模様を付け、セカンドバッグ
を作ります。男女問わず、楽しみながら作った作品にきっ
と感動するはずです。

☆世界に１冊しかない自分だけのオリジナル絵本を作っ
てみませんか？

6月1日・15日、7月6日・21日、8月3日・17日、9月7日・
28日、10月5日・19日、11月2日・16日（月）
午後1時30分～3時30分

笛吹市民講座「スコレー大学」1学期講座受講申込書

４月１日（水）～２０日（月）　午前９時～午後５時

期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。

規定の申込書に記入して、持参・郵送・ファックスのいずれかでお申し込みください。申込書は、

市内各支所や図書館、各地域教育担当窓口などに置いてあります。また、このページのコピーもご

利用いただけます。なお、必ずそれぞれの講座番号と講座名をご記入ください。

○持参、郵送の場合

「笛吹市教育委員会�生涯学習課」窓口　または「各支所地域課�地域教育担当」窓口へ

（閉庁日、休館日を除きます）

○ファックスの場合

　「笛吹市教育委員会�生涯学習課�生涯学習担当」へ

〒４０６－００３１　笛吹市石和町市部８０９－１　笛吹市役所南館内

　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当

　　　　　　　　　　☎０５５(２６１)３３３９　　　FAX０５５(２６１)３３４０

○各講座は約90分の予定ですが、講座により多少前後します。また、時間設定が特殊な講座もあり

ますので講座案内をご確認ください。

○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先となります。

○受講が決定した方には、講座受講者決定通知書をお届けしますので必ず内容をご確認ください。

○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な講座の受講決定者には、先に費用を

納入していただきます。決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込んでください。

　なお、期限までに納入されない場合は、キャンセルとみなされますのでご注意ください。

○受講者の都合で受講ができなくなった場合は、負担金の返金はできません。なお、主催者の都合

で講座が行われなかった場合は、振り込み手数料を除いて返金します。

○希望者が一定の数に達しない場合など、講座を取りやめることもあります。

■ 募 集 期 間

■ 申 込 方 法

■申込・問合せ先

■そ� の� 他

　市教育委員会では、生涯学習の機会の充実を目指して市民講座を開講します。皆さんのお申し込み
をお待ちしています。

※市民講座は、初心者対象の講座内容です。引き続き受講を希望する場合や、高いレベルの講座を受講したい場合など

は、自主（任意）グループを結成することで、講座を継続できる場合もあります。詳細は、各講座担当の生涯学習コー

ディネーターにご相談ください。

講 師 定 員

会 場 1,700円（材料費）受講料

日 時

講 師 15人定 員

石和図書館会 場

1,000円（教材費）受講料

6月2日・16日・30日、7月7日・14日（火）
午後7時～9時

日 時

講 師 20人定 員

会 場

受講料

日 時

会 場 2,800円（材料費）受講料

日 時

講座1 エコクラフト教室

講 師 10人定 員

講 師 15人定 員

会 場 1,000円（資料代）受講料

日 時

講 師 10人定 員

スコレーパリオ会 場

6,000円（材料費）受講料

8月20日・27日、9月3日・10日・17日（木）
午後7時30分～9時

日 時

講 師 10人定 員

会 場

受講料

日 時

会 場 受講料

日 時

講 師 定 員

会 場

1,500円（材料費）受講料

日 時

講 師 15人定 員

会 場

受講料

日 時

講 師

定 員

講座2 レザークレイ

講座3 初心者陶芸教室

講座4 朗読教室

講座5

講座6 初めての水墨画～水墨画を描いてみよう～

講座7 アロマテラピー講座

講座8 初夏の寄せ植え

講座9 レザークラフト教室

講座10 手作り絵本教室 チョークアート教室

住　所

電話番号 生年月日 明・大・昭・平　　年　　月　　日

ふりがな

男・女

申込者氏名

希望する
講座番号

希望する
講座番号 講　座　名講　座　名

〒



山梨県学術文化財課

500円（入館料）※65歳以上の方は無料

①7月3日（金）午前10時～11時30分
②7月10日（金）午前9時30分～12時

春日居あぐり情報ステーション・山梨県立美術館

2,000円（教材費）市役所南館1階�会議室

（株）ピーシーワークス職員

4,200円（教材費）

（株）ピーシーワークス

リズムテコンドークリエイター渡辺光美　先生

1,500円（教材費）（１組または１家族）

スコレーセンター親子（家族）30組

☆県立美術館の開館３０周念を記念して、ミレー館がオー
プンしました。①ではミレーについて学び、②ではミレー
館の見学をします。ミレーの作品を通して、ミレーの
生涯を見つめてみましょう。

雨宮水園　先生

徳益妙子　先生

無料

スコレーセンター

無料

6月5日・12日・19日（金）
午後8時～9時30分

働く婦人の家

早川ましろ　先生

無料

6月3日・10日・17日・24日（水）
午前10時～11時30分

御坂農村環境改善センター

半田美恵子　先生

無料

春日居あぐり情報ステーション

上野智子　先生

無料

9月12日（土）午前9時30分～12時

（社）山梨県自動車整備振興会
山梨県自動車整備商工組合

（社）山梨県自動車整備振興会指導教育部門

2,760円（プール使用料230円×12回）

県立青少年センター屋内プール

半田美恵子　先生

☆慶弔時ののし袋…人前で書くのが苦手ではないですか？結婚
式やパーティーなどさまざまな受付簿に、筆で名前を美しく
書いてみたいと思いませんか？小筆や筆ペンを使った日常の
書道で、日本の文化、日本人のエチケットを身につけましょう。

☆簡単な講義の後、実際に受講生の車でエコドライブや点
検方法を学びます。タイヤ交換、バッテリーあがりの対
応など、知っておきたいドライバーの基本やトラブル
対処方などを学べます。特に女性におすすめの講座です。

☆仕事で家庭で大活躍のワード・エクセルを簡単に学べ
る講座です。実際によく必要とされる書類や帳票を作
成しながら進めていくので、経験のない方でも短時間
でコツがつかめます。

☆健康・安全のための楽しくてカッコイイ教育プログラ
ムです。かけがえのない心と体に元気といやしをお届
けします。山梨発信のリズムテコンドーを通じて、親
子でのスキンシップ＆コミュニケーションの時間・空
間・仲間を提供します。

☆内気功を使って、家庭でできる簡単な整体教室です。
　心と身体で楽しみましょう！

☆ストレスの多い世の中ですが、ホームヨーガで身も心
もリフレッシュしましょう！ご自分の体調に合わせて
無理なく呼吸法を学び、ぐっすり快眠しませんか？

☆水中運動は、陸上の運動より身体への負担は軽く負荷
は大きくなります。この特性を利用して、無理のない
ウォーキングとエクササイズで、ひざの痛みや腰痛の
軽減など健康的な身体作りをします。

☆ヨガには身体全体の筋肉を整え、ゆがみを正す効果が
あります。とても効率のよいリラックス方法でもあり、
脳を日常のストレスから解放し精神を安定させます。

☆子どもの成長がめざましい大切な幼児期に、さまざま
な能力を養うことができるリトミックを通して、親子
で楽しい時間を過ごしましょう。2歳から5歳の幼児
が対象です。

9月3日･10日･17日･24日、10月1日･8日･15日･
22日･29日、11月5日（木）
午後1時30分～3時

7月24日（金）・28日（火）・31日（金）、
8月4日（火）・7日（金）　午後7時～9時

6月30日、7月7日・14日・28日、8月4日（火）
午後7時30分～9時

6月4日・11日・18日・25日（木）
午後7時30分～9時

6月4日･11日･18日、7月2日･9日・16日、9月3日・10日・17日、
10月1日･8日・15日（木）午後２時～４時

6月3日・17日、7月1日・15日、8月26日、
9月9日（水）　午前10時～11時30分

（財）山梨県体育協会スポーツトレーナー

無料

6月6日（土）（雨天の場合7日）
午前9時受付　午前9時30分～12時開催

金川の森管理事務所集合

20人

環境科学研究所職員

無料

山梨県環境科学研究所

20人

山梨県リニア交通課

無料

春日居あぐり情報ステーション・リニア見学センター

25人

☆森林には、私たちの心をいやし、リラックスさせてく
れる力があります。緑いっぱいの森の中で、森林浴を
楽しみながら、心も身体もリフレッシュしませんか。
スポーツトレーナーからウォークの仕方などを学びます。

長沢宏昌・萩原三雄・宮沢公雄　先生

無料学びの杜みさか

2,000円（昼食代・入館料・駐車料など）

6月5日（金）午前9時スコレーセンター南側駐車場
集合　午後3時30分頃帰着予定

50人

①渡辺先生・②佐藤先生・④広瀬先生

無料市役所南館3階会議室ほか

市役所職員 25人

無料

①いちのみや桃の里ふれあい文化館創作室
②いちのみや桃の里スポーツ公園駐車場集合

山田清岡　先生 20人

☆私たちの笛吹市をもっと知ってもらい、愛情を持って生活し
てほしいと考えます。市役所・教育施設・文化施設・その他の
公共施設、史跡などを巡ります。また、市議会の傍聴も予定し
ています。※笛吹市に転入して１年未満の方が対象です

☆富士山のふもとにある赤松の森の成り立ちを学習し
ます。また、森や水など地球の環境学習を雄大な富
士のすそ野で行います。

☆ふえふきってどんなところなのでしょうか？　市内には
たくさんの歴史遺産が残っています。その笛吹市の魅力に
ついて、さまざまな研究をしている第一人者の方々にお話
ししていただきます。今回は縄文時代・中世・古墳時代です。

☆郷土伝統工芸品を見学します。ほのかに香る繊細な富士勝山
スズ竹細工、手作りの暖かさがある甲州大石紬織物の工程を
学びます。※昼食は、｢西湖いやしの里」で手打ちそばを食べます。

☆①は「武田氏と笛吹市」の歴史を学び、②は武田氏
や笛吹市ゆかりの寺社など見学学習会を行います。

6月14日、7月12日、9月13日（日）
午後1時30分～3時

6月10日、7月15日、8月19日、9月9日、10月14日、
11月11日、12月9日、1月13日、2月10日、3月10日（水）
　午前9時30分～12時

9月8日（火）午前8時
いちのみや桃の里スポーツ公園駐車場集合

①6月12日（金）午前10時～11時30分
②6月19日（金）午後1時～5時

①山梨県郡内地域地場産業振興センター②富士河口湖町勝山
ふれあいセンター③西湖いやしの里根場④大石紬手織組合

①9月4日・11日・25日（金）午後1時30分～（講義）
②9月18日（金）午前9時集合（甲府五山など見学）

講 師 25人定 員

会 場

受講料

日 時

講 師 20人定 員

会 場

受講料

日 時

講 師

定 員 会 場

受講料

日 時

会 場 受講料

日 時

講座11 ミレーにふれる

講 師 20人定 員

講 師 10人定 員

会 場

受講料

日 時

講 師 20人定 員

会 場

受講料

日 時

講 師 親子15組定 員

会 場

受講料

日 時

会 場

受講料

日 時

講 師 30人定 員

会 場

受講料

日 時

講 師

20人定 員

会 場

受講料

日 時

講 師 25人定 員

講座12 長期実用書道

講座13 マイカー点検教室�～ボンネットを開けてみませんか～

講座14 かんたんワード・エクセル講座

講座15

講座16 家庭で行うリラックス整体

講座17 ホームヨーガ教室

講座18 長期水中ウォーキング＆エクササイズ

講座19 ヨガ教室

講座20 親子リトミック 新感覚！ファミリーエクササイズ「リズムテコンドー　��」

講 師

定 員

会 場 受講料

日 時

講 師

定 員

会 場

受講料

日 時

講 師 定 員

会 場

受講料

日 時

講座21 金川の森ウォーク

講 師

定 員

会 場 受講料

日 時

会 場

受講料

日 時

講 師 30人定 員

会 場 受講料

日 時

講 師 定 員

会 場

受講料

日 時

講 師 定 員

講座22 健康トレッキング

川口要・真壁位　先生 20人

☆山梨百名山を中心に、ストレス解消のために自然に
触れながらトレッキングします。平地では見られな
い植物を見て、清流の川音を感じてみませんか。

6月13日（土）　午前6時30分スコレーセンター南
側駐車場集合　午後5時頃帰着予定

無料茅ヶ岳会 場 受講料

日 時

講 師 定 員

講座23 シリーズ「笛吹市を知ろう」～最近笛吹市民になられた方のために～

講座24 環境教室

☆いよいよ夢の超特急リニアが2025年の開通に向けて
動き出しました。①は学習会、②はリニア見学センター
を見学します。

市文化財課職員ほか

入館料実費

スコレーセンター、市内史跡

黒田隆・松岡瑠理子�先生、日本語ボランティアの会

市役所南館3階大会議室

☆市民や子どもたち、笛吹市を訪れる観光客に、笛吹
市の歴史や文化財を案内する人材を養成します。

6月26日、7月10日・24日、8月28日、
9月11日・25日、10月9日・23日、
11月13日・27日（金）　午前9時30分～11時30分

6月5日・12日・19日・26日、
7月3日・10日（金）　午後7時～9時

講 師 10人定 員

会 場

受講料

日 時

講 師

10人定 員

会 場 無料受講料

日 時

☆市内在住の外国人は決して少なくありません。外国
人に日本語を教える人材を養成します。

講座25

講座26 笛吹学～ふえふきってどんなとこ？

講座27 シリーズ地場産業・やまなしを知る

講座28 武田氏と笛吹市

講座29 笛吹市ガイド養成プログラム

講座30 日本語ボランティア養成講座 リニア中央新幹線学習会 R



甲斐国分尼寺　金堂跡

発掘調査

上空から見た講堂跡(手前)・金堂跡(奥)

　
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
一
宮
町
に

あ
る
甲
斐
国
分
尼
寺
跡
（
か
い
こ
く
ぶ
ん
に

じ
あ
と
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
甲
斐
国
分
尼
寺
跡
は
、
国
分
寺
と
と
も

に
天
平
13
年
（
西
暦
７
４
１
年
）
に
聖
武
（
し

ょ
う
む
）
天
皇
の
詔
（
み
こ
と
の
り
）
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
分
尼
寺
は
女
性
の
た
め
の
お
寺
で
、

聖
武
天
皇
の
后
（
き
さ
き
）
で
あ
っ
た
光
明

皇
后
（
こ
う
み
ょ
う
こ
う
ご
う
）
の
希
望
で

建
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
光
明
皇
后
は
、
大
宝
元
年
（
７
０
１
年
）

に
藤
原
不
比
等
（
ふ
じ
わ
ら
の
ふ
ひ
と
）
の

３
番
目
の
娘
と
し
て
産
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
同
い
年
の
聖
武
天
皇
が
ま
だ
皇
太

子
だ
っ
た
時
代
に
結
婚
し
、
即
位
し
た
後

に
皇
后
に
な
り
ま
し
た
。

　
皇
后
は
深
く
仏
教
を
信
仰
し
て
お
り
、

東
大
寺
の
大
仏
や
国
分
寺･

国
分
尼
寺
の
建

設
は
、
皇
后
が
天
皇
に
す
す
め
た
も
の
で

あ
る
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
貧
し
い
人
に
施
し
を
行

う
た
め
の
施
設
「
悲
田
院
（
ひ
で
ん

い
ん
）
」
や
医
療
施
設
で
あ
る
「
施

薬
院
（
せ
や
く
い
ん
）
」
を
設
置
す

る
な
ど
、
光
明
皇
后
は
今
で
言
う

社
会
福
祉
事
業
も
行
い
ま
し
た
。

　
奈
良
に
あ
る
法
華
寺
は
、
皇
后

の
父
親
で
あ
る
藤
原
不
比
等
の
屋

敷
を
寺
と
し
た
も
の
で
、
全
国
の

国
分
尼
寺
の
中
心
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
も
残
る
本
尊
の
十
一
面
観
音
菩

薩
像
は
、
皇
后
の
姿
を
写
し
た
も

の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
甲
斐
国
分
尼
寺
跡
は
、
国
分
寺

跡
の
北
側
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の

位
置
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
１
８

０
メ
ー
ト
ル
四
方
の
中
に
南
門
・

中
門
・
回

廊
・
金
堂
・

講
堂
な
ど
が
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
分
寺
と
違
い
、

塔
は
建
て
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
中
心
部
に
は
、
当

時
の
建
物
の
柱
を
支

え
て
い
た
礎
石
（
そ

せ
き
）
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
場
所

は
周
辺
の
畑
よ
り
一

段
高
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
寺
院
の
中
で

も
特
に
重
要
な
建
物

は
、
基
壇
（
き
だ
ん
）

と
い
う
土
を
盛
り
上
げ
た
壇
の
上
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
場
所
に
は
２
つ

の
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
て
、
南
側
が
仏

像
を
ま
つ
っ
た
金
堂
跡
、
北
側
は
尼
僧
が

修
行
を
行
っ
た
講
堂
跡
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
寺
跡
の
北
側
で
は
多
数
の
竪
穴
（
た
て
あ

な
）
住
居
跡
群
が
見
つ
か
り
、
「
法
寺
」
「
花

寺
」
な
ど
の
文
字
が
書
か
れ
た
土
器
が
出

土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
国
分
尼
寺
の
正

式
名
称
で
あ
る
「
法
華
滅
罪
之
寺
（
ほ
っ
け

め
つ
ざ
い
の
て
ら
）
」
を
省
略
し
た
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
竪
穴
住
居
跡
に
は
寺
院
の

建
設
の
た
め
に
働
き
に
来
た
人
た
ち
が
住

ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森
連
絡
会
（
八
代
町
）
」

と
「
稲
山
ほ
た
る
銀
河
の
会（
八
代
町
）」
の

共
同
企
画
で
、
葦（
あ
し
）を
利
用
し
た
ラ
ン

プ
笠
作
り
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

■
日
時

　
４
月
29
日（
水
）

　
受
付
　
午
前
８
時
30
分�

■
場
所
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
八
代
南
部
共
選
場

（
八
代
町
岡
３
４
８
）

■
参
加
費

　
１
０
０
円（
イ
ベ
ン
ト
保
険
代
含
む
）

※
小
学
生
未
満
　
無
料�

■
持
ち
物
・
服
装

○
あ
れ
ば
手
バ
サ
ミ
か
剪
定（
せ
ん
て
い
）バ

サ
ミ

○
作
業
が
で
き
る
服
装
・
手
袋

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
間

　
４
月
１
日（
水
）〜
24
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
八
代
支
所

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
１

　「
さ
く
ら
の
森
」に
は
、
50
種
類
の
桜
が
美

し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
桜
を
観
察
し
て
写
真

を
撮
っ
た
り
、
桜
を
植
え
た
り
し
て
、
春
の

一
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
撮
影
し
た
写
真
は
講
師
が
講
評
し
、

管
理
事
務
所
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
。

■
日
時
４
月
５
日（
日
）

受
付
　
午
前
９
時
30
分

開
催
　
午
前
10
時
〜
12
時

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
で
植
物
・
写
真
教
室

に
な
り
ま
す
。

■
集
合
場
所

　
森
林
公
園
金
川
の
森
「
さ
く
ら
の
森
」

　
Ｐ
５
駐
車
場

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ

　
森
林
公
園
金
川
の
森
で
は
、
花
と
緑
が
い

っ
ぱ
い
の
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。�

�

　
来
園
の
記
念
に
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
を
植
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
参
加
者
に
は
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

■
日
時
４
月
29
日（
水
）�

午
前
10
時
〜
12
時

受
付
は
、
そ
の
都
度
行
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
30
日
に
延
期

■
集
合
場
所

森
林
公
園
金
川
の
森「
ど
ん
ぐ
り
の
森
」芝

生
広
場

■
定
員
　
40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

一緒に笠作りを体験しませんか

桜に誘われて出かけてみませんか



　
笛
吹
市
は
、
総
面
積
の
58
パ
ー
セ
ン
ト
が

森
林
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
自
然
環
境
に
大
変

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
森
林
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
第
３
回
笛
吹
市
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
植
樹
祭
は
、
県
が
進
め
て
い
る

１
０
０
万
本
植
樹
運
動
と
同
時
開
催
で
す
。

■
日
時

　
５
月
１
日（
金
）午
前
10
時
　
開
式

■
場
所
聖
応
寺
有
林

（
境
川
町
大
黒
坂
小
林
１
４
１
８
）

■
内
容
式
典
を
開
催
し
た
後
、
参
加
者
全
員
で

植
樹
を
行
い
ま
す
。

■
植
栽
樹
種

　
カ
エ
デ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど

■
定
員
　
30
人
程
度

■
申
込
締
切

　
４
月
17
日（
金
）午
後
５
時

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
緑
化
推
進
会
議

(

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
内
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
写
真
愛
好
家
ク
ラ
ブ
「
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

四
季
」
に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
温
泉
ご
利
用
の
際
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間

　
4
月
10
日（
金
）〜
29
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時（
開
館
時
間
中
）

○
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

■
場
所
な
ご
み
の
湯
ロ
ビ
ー

（
石
和
町
下
平
井
５
７
８
）

■
観
覧
料
　
無
料

　（
た
だ
し
、
温
泉
入
館
料
が
必
要
で
す
）

■
問
合
せ
先

な
ご
み
の
湯

☎
０
５
５（
２
３
０
）５
５
５
１

　
日
本
は
か
つ
て
金
の
産
出
国
と
し
て
知
ら

れ
、
仏
像
や
仏
具
、
建
築
、
絵
画
や
小
判
な

ど
黄
金
の
文
化
が
花
開
い
て
き
ま
し
た
。

　
今
な
お
人
々
が
魅
了
さ
れ
る
黄
金
の
性
質

や
歴
史
な
ど
に
光
を
あ
て
、
あ
わ
せ
て
戦
国

時
代
に
武
田
氏
が
開
発
し
た
甲
斐
金
山
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
期
間

　
４
月
25
日（
土
）〜
６
月
15
日（
月
）

○
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日
（
た
だ
し
、
５
月

５
日
は
開
館
、
７
日
は
休
館
し
ま
す
）

■
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
４
月
25
日
の
み
午
前
11
時
か
ら

■
観
覧
料

○
一
　
般
　
　
１
０
０
０
円

○
高
・
大
学
生
　
５
０
０
円

○
小
・
中
学
生
　
２
６
０
円

※
常
設
展
は
別
料
金
に
な
り
ま
す
。

※
次
の
方
は
観
覧
無
料
で
す
。
（
証
明
で
き

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

・
県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

・
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
土
曜
日
に
来
館
し
た
小
・
中
・
高
校
生

　
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

　
笛
吹
市
体
育
協
会
で
は
、
第
４
回
笛
吹
市

体
育
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
一
般
市
民
も
参
加
で
き
る
種
目
を
開
催
し
、

多
く
の
方
に
幅
広
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

体
育
祭
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程

○
開
会
式
　
　
４
月
25
日（
土
）

　
御
坂
体
育
館

○
種
目
開
催
　
４
月
26
日（
日
）

　
各
会
場

　
開
催
す
る
23
種
目
の
う
ち
、
一
般
参
加

で
き
る
種
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
交
流
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　
４
月
29
日（
水
）午
前
９
時
30
分
か
ら

■
場
所

　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館

■
参
加
費
　
無
料

■
服
装
・
持
ち
物

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履
き

■
問
合
せ
先

　
新
田

　
☎
０
９
０（
７
６
３
９
）４
３
４
４

　
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
４
月
26
日（
日
）

　
受
付
　
　
　
午
前
８
時
30
分

　
競
技
開
始
　
午
前
９
時
30
分

■
場
所

　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館

■
参
加
費
　
無
料

■
服
装
・
持
ち
物

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履
き

■
問
合
せ
先

　
山
下

　
☎
０
９
０（
４
４
３
６
）３
８
３
３

南館のロビーギャラリー

　
市
役
所
南
館
２
階
ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

掲
示
す
る
「
四
季
の
ふ
え
ふ
き
写
真
展
」
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、「
N
P
O

法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
い
」
の
監
修
で
、
笛

吹
市
の
歳
時
記
写
真
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
内
容

　
笛
吹
市
の
四
季
の
風
景
、
花
、
祭
り
、

果
実
、
史
跡
な
ど
笛
吹
市
の
四
季
を
テ

ー
マ
に
し
た
写
真

■
応
募
方
法

　
写
真
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
も
フ

ィ
ル
ム
で
も
結
構
で
す
。
作
品
に
は
、

氏
名
・
連
絡
先
・
撮
影
デ
ー
タ
を
添
付

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

　
N
P
O
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
い

■
問
合
せ
先

・
N
P
O
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
い（
長
田
）

　
笛
吹
市
石
和
町
河
内
１
７
９
　
　

　
☎
０
９
０（
３
１
４
８
）７
２
８
５

・
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
８

　
市
内
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や

囲
碁
、
手
芸
な
ど
を
通
し
て
、
生
き
が
い
づ

く
り
、
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
行
う

楽
し
い
活
動
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

お
近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ

ま
た
は

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
０
５
５（
２
６
５
）５
１
８
２

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま

っ
た
少
女
の
活
動
で
、
現
在
１
４
４
カ
国
に

１
０
０
０
万
人
の
仲
間
が
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
野
外
体
験
、
国
際

交
流
な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
、
自
分
で
考
え

実
行
す
る
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

■
活
動
日

　
月
２
、
３
回
　
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

■
場
所
　
主
に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
部
門
ブ
ラ
ウ
ニ
ー（
小
学
１
年
生
〜
３
年
生
）

ジ
ュ
ニ
ア（
小
学
４
年
生
〜
６
年
生
）

シ
ニ
ア（
中
学
生
）

レ
ン
ジ
ャ
ー（
高
校
生
）

■
支
援
　
石
和
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
問
合
せ
先

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
山
梨
県
支
部

第
19
団

☎
０
５
５（
２
６
２
）６
１
３
５（
渡
辺
）

☎
０
５
５
３（
２
６
）２
６
１
３（
竹
下
）

　
自
衛
官
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
種
目
・
応
募
資
格

○
一
般
・
技
術

　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

（
22
歳
未
満
の
場
合
は
大
学
卒
業
者〔
卒
業

見
込
み
含
む
〕）

○
歯
科
・
薬
剤

専
門
の
大
学
卒
業
者（
卒
業
見
込
み
含
む
）

で
、
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

（
薬
剤
は
25
歳
ま
で
。
た
だ
し
、
薬
学
修

士
学
位
取
得
者
は
27
歳
ま
で
）

■
願
書
受
付
期
間

　
４
月
１
日（
水
）〜
５
月
12
日（
火
）

■
問
合
せ
先

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

甲
府
募
集
案
内
所

　
☎
０
５
５（
２
２
８
）６
４
２
７

　
松
の
新
芽
を
摘
み
取
っ
て
手
入
れ
す
る
、

ミ
ド
リ
摘
み
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　

　
５
月
29
日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
６
月
１
日
に
延
期

■
場
所
　

　
山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
小
林
豊
蔵
氏（
現
代
の
名
工
）

■
定
員
　
40
人（
最
少
実
施
人
数
10
人
）

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
５
月
19
日（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
・
山
梨
県

技
能
士
会
連
合
会

　
☎
０
５
５（
２
４
３
）４
９
１
６

１月に開催した料理教室



　
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の

心
身
の
元
気
回
復
を
図
る
た
め
、
家
族
介
護

者
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
富
士
五
湖
周
辺
の
温
泉
施
設

を
訪
れ
ま
す
。

■
対
象
現
在
、
介
護
認
定
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

な
ど
を
在
宅
介
護
し
て
い
る
家
族
で
、

市
内
在
住
の
方

■
日
時
　
５
月
27
日（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
集
合
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
支
所

■
参
加
費
　
無
料

■
定
員
　
25
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
で
す
。

■
申
込
締
切
　
５
月
１
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

高
齢
者
支
援
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

　
65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険
者
）で
、

介
護
保
険
料
納
付
が
困
難
な
方
に
は
、
次
の

よ
う
な
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
（
同
じ
世
帯
の
全

員
が
非
課
税
）の
方

○
前
年
度
収
入
金
額
の
合
計
が
１
２
０
万
円

以
下
の
方（
世
帯
員
２
人
の
場
合
）

※
世
帯
員
が
３
人
以
上
の
場
合
は
、
こ
の
額

に
１
人
に
つ
き
35
万
円
を
加
算
し
た
額

○
住
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方

（
税
法
上
の
扶
養
親
族
、
健
康
保
険
な
ど

の
被
扶
養
者
、
給
与
計
算
上
の
扶
養
親

族
で
は
な
い
方
）

○
世
帯
全
員
の
預
貯
金
な
ど
の
合
計
が
３
５

０
万
円
以
下
で
あ
る
方

○
世
帯
全
員
が
居
住
用
資
産
以
外
に
処
分
で

き
る
資
産
を
持
っ
て
い
な
い
方

■
減
額
割
合

○
第
１
・
２
段
階
の
保
険
料

　
４
分
の
３
に
減
額

○
第
３
段
階
の
保
険
料

　
２
分
の
１
に
減
額

※
保
険
料
第
１
段
階
の
う
ち
、
生
活
保
護
受

給
者
は
除
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課

介
護
総
務
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
３

　
市
で
は
、
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
訪
問
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
相
談
な

ど
に
応
じ
る
介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

○
40
歳
〜
65
歳
位
で
、
相
談
員
に
ふ
さ
わ
し

い
人
格
と
熱
意
が
あ
る
方

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
な
ど
を
持
ち
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
に
移
動
で
き

る
方

○
指
定
す
る
養
成
研
修
を
受
講
で
き
る
こ
と

（
７
月
・
９
月
予
定
）

■
募
集
人
数
　
２
人

■
活
動
期
間
　
委
嘱
後
３
年
間

■
主
な
活
動
内
容
　

○
担
当
事
業
所
の
訪
問

○
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
相
談
を
受
け
る

○
施
設
な
ど
の
行
事
に
参
加

○
事
業
所
関
係
者
と
の
意
見
交
換
な
ど

■
応
募
方
法

　
次
の
こ
と
を
記
入
し
て
、
郵
送
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
様
式
は
自
由
）

①
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話

番
号

②
介
護
・
相
談
経
験
の
有
無
（
あ
る
場
合
は

そ
の
年
数
）

③
職
歴

④
作
文（
４
０
０
字
以
内
）

　【
テ
ー
マ
】

「
応
募
理
由
」
ま
た
は
「
高
齢
社
会
」
・
「
高

齢
者
の
生
き
が
い
、
社
会
貢
献
」
・
「
介
護

予
防
」
・
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
」
の
い
ず

れ
か

■
応
募
締
切
　
４
月
15
日（
水
）必
着

■
採
用
基
準

　
経
験
や
職
歴
な
ど
を
参
考
に
、
面
談

を
行
っ
て
選
考
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
〒
４
０
６
│
０
０
３
１

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
０
０

　
笛
吹
市
役
所
　
介
護
保
険
課

　
介
護
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
３

　
℻
０
５
５（
２
６
２
）１
３
１
８

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
・

悩
み
ご
と
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
な
ど
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

■
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
福
祉
、
介
護
、
健
康
の
こ
と
な
ど
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
申
請
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
犯
罪
被
害
や
虐
待
被
害
を
予
防

　
　
高
齢
者
の
被
害
予
防
の
た
め
に
地
域
へ

の
声
掛
け
や
、
被
害
を
発
見
し
た
際
に
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
解
決
し
て
い
き

ま
す
。

■
介
護
予
防
の
お
手
伝
い

　
　
介
護
予
防
教
室
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

利
用
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
相
談
窓
口

○
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　(

市
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
内)

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
７（
直
通
）

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

○
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
御
坂
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）０
８
４
８

・
一
宮
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
２
８
８

・
八
代
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）２
２
４
０

・
境
川
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
６
６
）５
９
１
１

・
春
日
居
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）３
６
６
７

　
介
護
保
険
の
負
担
限
度
額
認
定
証
の
交
付

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
…

施
設
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含

む
）
利
用
時
に
提
示
す
る
と
、
食
費
と
居

住
費（
滞
在
費
）の
窓
口
支
払
い
が
負
担
限

度
額
ま
で
に
な
る
認
定
証

（
た
だ
し
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス〔
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
〕の
食
費
は
対
象
外
）

■
対
象
者

　
利
用
者
負
担
段
階
が
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○
第
１
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
（
同
じ
世
帯
の
全

員
が
非
課
税
）
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
る
方

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

○
第
２
段
階

住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
合
計
所
得

金
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の
合
計
が
年

間
80
万
円
以
下
の
方

○
第
３
段
階

住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
利
用
者
負

担
第
２
段
階
に
該
当
し
な
い
方�

■
申
請
受
付
場
所

　
介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所

■
持
ち
物

　
被
保
険
者
証
・
印
か
ん

■
認
定
証
の
有
効
期
限

申
請
月
の
初
日
か
ら
次
の
６
月
30
日
ま

で（
認
定
証
更
新
日
は
毎
年
７
月
１
日
）

※
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
５

月
下
旬
以
降
に
更
新
の
お
知
ら
せ
を
通

知
す
る
予
定
で
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
申
請
で
き
ま
す

　「
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」（
や
ま
な

し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

h
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■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課

介
護
総
務
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
３

第１段階� ８２０円� ４９０円� ３２０円� ４９０円� 　　０円� ３００円

第２段階� ８２０円� ４９０円� ４２０円� ４９０円� ３２０円� ３９０円

第３段階� １,６４０円� １,３１０円� ８２０円� １,３１０円� ３２０円� ６５０円

利用者負担
段階

１日当たりの居住費

１日当たり
の食費ユニット型

個室
ユニット型
準個室

従来型個室
（特養）

従来型個室
（老健・療養）

多床室
（相部屋）



　
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
紙
お
む
つ

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

（
紙
お
む
つ
と
は
、
お
む
つ
型
、
パ
ン
ツ
タ

イ
プ
の
こ
と
で
す
。
尿
と
り
パ
ッ
ト
の
み
の

使
用
は
対
象
外
で
す
）

■
対
象
期
間

　
平
成
20
年
10
月
１
日
〜
平
成
21
年
3
月
31

日
（
１
カ
月
の
う
ち
15
日
以
上
在
宅
期
間

が
あ
れ
ば
、
支
給
対
象
月
に
な
り
ま
す
）

※
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
制
度
の
た
め
、
入

院
や
介
護
保
険
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
期
間
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
平
成
20

年
度
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
で
、
尿
失
禁
な
ど
に
よ
り
常
時

紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

②
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
て
、

尿
失
禁
な
ど
に
よ
り
常
時
紙
お
む
つ
を

使
用
し
て
い
る
方

③
重
度
心
身
障
害
者（
身
体
障
害
者
手
帳
１
、

２
級
）
で
あ
り
、
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用

し
て
い
る
方

※
①
・
②
の
尿
失
禁
に
つ
い
て
は
、
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
認
定
調
査

表
で
確
認
し
、
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
保
健
師
が
訪
問
し
て
状
況
確
認

を
行
い
ま
す
。

■
助
成
金
額
　
１
カ
月
４
０
０
０
円

■
添
付
書
類

紙
お
む
つ
の
領
収
書
（
日
付
、
品
名
、
金
額

が
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
レ
シ
ー
ト
で
も
可
）

■
申
請
受
付
期
間

　
４
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

※
す
で
に
登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
課
税
状
況
を
確
認
し
、
対
象
者

に
助
成
金
請
求
書
を
郵
送
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

高
齢
福
祉
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

ま
た
は
各
支
所

　
平
成
20
年
度
の
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者

医
療
）
保
険
料
を
今
年
２
月
分
の
年
金
か
ら

特
別
徴
収（
天
引
き
）さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
分
保
険
料
を
４

月
、６
月
、８
月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
仮
徴
収
額
は
、今
年
２
月
分
と
同
じ
で
す
。

※
な
お
、
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
の
送
付
は

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

高
齢
者
医
療
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
平
成
18
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
高

齢
者
虐
待
（
ぎ
ゃ
く
た
い
）
の
防
止
、
高
齢

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

法
律
」を
ご
存
知
で
す
か
。

　
高
齢
者（
65
歳
以
上
の
方
）へ
の
虐
待
と
は
、

家
族
な
ど
養
護
者
に
よ
る
虐
待
や
養
介
護
施

設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
身
体
的
虐
待

○
た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

○
ベ
ッ
ド
に
し
ば
り
つ
け
る
、
意
図
的
に
薬

を
過
剰
に
与
え
る
な
ど

■
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

○
空
腹
、
脱
水
、
栄
養
失
調
の
状
態
の
ま
ま

に
す
る
な
ど

○
お
む
つ
な
ど
を
放
置
す
る
、
劣
悪
な
状
態

や
住
環
境
の
中
に
放
置
す
る
な
ど

■
心
理
的
虐
待

○
排
せ
つ
な
ど
の
失
敗
に
対
し
て
恥
を
か
か

せ
る
な
ど

○
子
ど
も
扱
い
す
る
、
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、

悪
口
を
言
う
、
無
視
す
る
な
ど

■
性
的
虐
待

○
懲
罰（
ち
ょ
う
ば
つ
）的
に
下
半
身
を
裸
に

し
て
放
置
す
る
な
ど

○
キ
ス
、
性
器
へ
の
接
触
、
セ
ッ
ク
ス
を
強

要
す
る
な
ど

■
経
済
的
虐
待

○
本
人
の
お
金
を
必
要
な
額
渡
さ
な
い
、
使

わ
せ
な
い
な
ど

○
本
人
の
不
動
産
、
年
金
、
預
貯
金
な
ど
を
、

本
人
の
意
思
や
利
益
に
反
し
て
使
用
す

る
な
ど

　
虐
待
問
題
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
養
護
者

（
介
護
者
）が
心
身
共
に
疲
労
し
、
追
い
つ
め

ら
れ
て
虐
待
に
つ
な
が
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
こ
と
で
す
。
虐
待
を
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
て
も
、
自
分
で
は
歯
止
め
が
き
か
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
介
護
負
担

を
軽
減
す
る
策
を
と
る
こ
と
、
ま
た
、
問
題

が
生
じ
て
い
る
時
は
第
三
者
が
介
入
す
る
な

ど
、
虐
待
の
悪
循
環
を
止
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

■
虐
待
相
談
・
受
付
窓
口

笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
内
）

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
７

■
問
合
せ
先

市
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

高
齢
福
祉
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

　
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・
脱
退
・
変
更

な
ど
の
手
続
き
に
は
、
本
人
か
ら
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

■
14
日
以
内
に
手
続
き
を

　
加
入
・
脱
退
・
変
更
な
ど
の
必
要
が

生
じ
た
場
合
、
必
ず
14
日
以
内
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

○
加
入
が
遅
れ
る
と･･･

加
入
資
格
が
発
生
し
た
時
点
（
届
出
日
で

は
な
い
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
税
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

○
脱
退
が
遅
れ
る
と･･･

新
た
に
加
入
し
た
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
と
国
民
健
康
保
険
の
両
方
に
、
二
重

納
税
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
平
成
21
年
度
国
保
保
険
証
を
送
付
し
ま

し
た

○
保
険
証
の
色

一
般･･･

う
ぐ
い
す
色

退
職
し
た
方･･･

肌
色

（
古
い
保
険
証
は
処
分
し
て
く
だ
さ
い
）

○
保
険
証
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

▽
年
度
途
中
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

方
の
場
合･

･
･

誕
生
日
の
前
日
ま
で
（
75

歳
以
降
は
長
寿
医
療
制
度
加
入
に
な
る

た
め
）

▽
退
職
国
保
の
保
険
証
を
お
持
ち
で
、
年
度

途
中
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
の

場
合･･･

誕
生
月
の
末
日
ま
で（
期
限
前
に

一
般
の
保
険
証
が
送
付
さ
れ
ま
す
）

―
　
納
付
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
　
―

■
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
で

き
ま
す

　
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
国
保
税
を
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
専
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
付
納
付

書
は
、
７
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
そ
れ
に
伴
い
、
納
税
通
知
書
も
変
更
に
な

り
ま
す
。

■
平
成
21
年
度
の
納
期
と
口
座
振
替
日

　
平
成
21
年
度
の
国
保
税
の
納
期
と
口

座
振
替
日
は
、
22
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　
第
６
期
の
み
納
期
日
と
口
座
振
替
日

が
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当（
年
金
担
当
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
平
成
20
年
度
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
制
度
が
始
ま
り
、

医
療
保
険
者
が
特
定
健
診
や
保
健
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
病
気
の
予

防
・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま

す
。
健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
で
は
、
皆
さ
ん
の
特
定

健
診
受
診
率
な
ど
を
も
と
に
、
国
の
後
期
高

齢
者
医
療
支
援
金
が
増
減
し
ま
す
。

　
受
診
率
が
低
か
っ
た
り
す
る
と
市
の
負
担

額
が
増
加
し
、
保
険
税
の
値
上
げ
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
保
険
税
の
節
減
の
た
め

に
も
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

―
　
一
宮
町
地
域
の
皆
さ
ん
へ
　
―

　
４
月
27
日
か
ら
一
宮
町
地
域
で
集
団
健
診

（
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
）が
始
ま
り
ま
す
。

　
健
診
希
望
調
査
で
集
団
健
診
を
希
望
さ
れ

た
方
に
は
、
４
月
中
旬
に
健
診
セ
ッ
ト
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
だ
健
診
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
保
健
指
導
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
市
で
は
、
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
就
業
を
促
進
す
る
た
め

の
資
格
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
指
定
し
た
職
業
能
力
開
発
講
座
を
受
講
し

た
方
に
、
受
講
修
了
後
、
受
講
料
の
一
部
を

支
給
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
雇
用
保
険
の
教

育
訓
練
給
付
の
受
給
資
格
が
な
い
方
）

■
対
象
講
座

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の
指

定
教
育
訓
練
講
座�

（
例
）ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
医
療
事
務
、
介

護
事
務
な
ど

■
支
給
額

受
講
費
用
（
教
育
訓
練
費
）
の
20
パ
ー
セ

ン
ト

※
支
給
上
限
額
は
10
万
円
で
す
。
な
お
、
支

給
額
が
４
０
０
０
円
以
下
の
場
合
は
支

給
し
ま
せ
ん
。

　
資
格
取
得
の
た
め
の
養
成
訓
練
期
間
の
う

ち
の
一
定
期
間
に
つ
い
て
、
生
活
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
一
定
額
を
支
給
し
ま
す
。

�

ま
た
、
受
講
修
了
時
に
一
時
金
を
支
給
し

ま
す（
平
成
20
年
度
以
降
入
学
者
の
み
）。

■
対
象
資
格

看
護
師（
准
看
護
師
含
む
）、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

歯
科
衛
生
士
、
助
産
師

■
支
給
額

○
高
等
技
能
訓
練
促
進
費（
月
額
）

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
　
10
万
３
０
０
０
円

　
市
民
税
課
税
世
帯
　
　
５
万
１
５
０
０
円

○
入
学
支
援
修
了
一
時
金

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
　
５
万
円

　
市
民
税
課
税
世
帯
　
　
２
万
５
０
０
０
円

■
支
給
対
象
期
間

　
修
学
期
間
の
２
分
の
１
の
期
間

※
た
だ
し
、
対
象
期
間
の
上
限
は
１
年
６
カ

月
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課

児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４



○麻しん風しん（ＭＲ）の３期、４期は、予防接種法に基づき平成２０年４月から
平成２４年３月まで実施されます。
○日本脳炎の予防接種は、平成１７年６月から積極的にはおすすめしていません。
（ただし、日本脳炎流行地への渡航などで感染する恐れが高い方や保護者が強く
接種を希望する場合は、接種可能です）

　
親
子
あ
そ
び
・
新
聞
紙
あ
そ
び
・
大
型
紙

芝
居
を
行
い
ま
す
。
親
子
一
緒
に
遊
び
に
き

ま
せ
ん
か
。

■
対
象
在
宅
で
子
育
て
中
の
親
子
（
０
才
〜
３
才

児
）20
組

■
日
時

　
４
月
24
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階

■
参
加
費
　
無
料

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

☎
０
５
５
３（
４
７
）１
３
４
５

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
も
あ
る
の
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
生
後
２
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
10
組

■
日
時
４
月
９
日（
木
）・
23
日（
木
）・
30
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

（
石
和
町
市
部
４
４
８
）

■
内
容

○
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　（
３
回
コ
ー
ス
）

○
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
心
理
学

■
講
師
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協
会

認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

■
参
加
費

　
３
０
０
０
円（
３
回
コ
ー
ス
）

※
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
Ｃ
Ｄ
と

オ
イ
ル
１
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
持
ち
物

普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り

品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�
�Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ��

�
�Ｓｐ

ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
０
５
５（
２
６
１
）０
２
１
８

　
市
で
は
、
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
花
苗
配
布
事
業
」
で

は
、
市
内
の
憩
い
の
場
や
道
路
沿
い
な
ど
に

花
や
木
を
植
え
た
り
育
て
た
り
し
た
い
地
区
・

住
民
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
花
の
苗
や
種

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

■
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
花
苗
配
布
事
業
を
利
用
し
て
、
多
く

の
団
体
が
花
苗
の
支
給
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
入
り
口
の
花
だ
ん
や
う
か
い

橋
北
詰
め
東
花
だ
ん
な
ど
の
花
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
公
共
空
地
が
あ
り
、
花
が
大
好
き
な

方
は
、
仲
間
と
一
緒
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
環
境
部

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
４
月
下
旬
に
「
平
成
21
年
度
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
」
の
決
定
通
知
書
を
対
象
者

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
納
付
書
と
口
座
振
替
通
知
書
は
、

６
月
１
日
に
送
付
し
ま
す
の
で
お
支
払
い
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
納
付
期
限
日
に
つ
い
て

○
５
年
・
単
年
一
括
納
付
の
場
合

　
６
月
12
日（
金
）（
口
座
振
替
も
同
じ
日
）

※
一
括
納
付
の
場
合
は
報
奨
金
が
付
き
ま
す
。

た
だ
し
、
お
支
払
い
が
期
限
ま
で
に
間

に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
、
報
奨
金
な
し

の
分
割
納
付
に
な
り
ま
す
。

○
分
割
納
付
の
場
合

　（
カ
ッ
コ
内
は
口
座
振
替
日
）

・
第
１
期
　
６
月
30
日（
６
月
25
日
）

・
第
２
期
　
８
月
31
日（
８
月
25
日
）

・
第
３
期
　
11
月
２
日（
10
月
26
日
）

・
第
４
期
　
12
月
28
日（
12
月
25
日
）

■
口
座
振
替
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
受
益
者
負
担
金
を
水
道
使
用
料
な
ど

と
同
じ
口
座
か
ら
引
き
落
と
す
場
合
で
も
、

改
め
て
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
４
月

末
日
頃
ま
で
に
次
の
い
ず
れ
か
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
取
り
扱
い
場
所

　
次
の
金
融
機
関
な
ど
の
本
店
・
各
支
店
・

各
支
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

市
役
所（
本
庁
・
支
所
）

山
梨
中
央
銀
行
、
山
梨
信
用
金
庫

甲
府
信
用
金
庫
、
山
梨
県
民
信
用
組
合

笛
吹
農
業
協
同
組
合
、
フ
ル
ー
ツ
山
梨

農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
７

まちを花いっぱいにしませんか

■問合せ先　保健福祉部　健康づくり課　母子保健担当　☎�055（261）1901

生後６カ月未満

生後３カ月～90カ月未満

生後３カ月～90カ月未満

〃

11歳～13歳未満

生後12カ月～24カ月未満

５歳～７歳未満で小学校就学前１年間

中学１年生に相当する年齢

高校３年生に相当する年齢

（現在、見合わせ中）

予防接種の種類

BCG

ポリオ

三種混合（DPT）

(D:ジフテリア　P：百日せき　T：破傷風)

二種混合（DT）�(D:ジフテリア　T：破傷風)

麻しん風しん（MR）

日本脳炎

１期初回

１期追加

１期

２期

３期

４期

１期初回

１期追加

回��数

1回

2回

3回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

2回

1回

法律で定められている
接種可能な期間

　
赤
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
か
ら
抵
抗
力
（
免

疫
）
を
も
ら
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
が
、
生

後
12
カ
月
頃
に
は
そ
の
力
が
自
然
に
失
わ
れ

ま
す
。
予
防
接
種
は
、
お
子
さ
ん
の
病
気
の

予
防
、
ま
た
、
周
り
へ
の
感
染
を
防
ぐ
大
切

な
手
段
で
す
。

■
予
防
接
種
は
お
早
め
に

　
予
防
接
種
に
は
、
対
象
疾
病
、
対
象

者
や
接
種
期
間
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い

る
定
期
の
予
防
接
種
と
、
そ
れ
以
外
の

予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。

　
定
期
の
予
防
接
種
は
無
料
（
全
額
公
費

負
担
）で
接
種
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
接

種
期
間
内
に
限
る
）

　
ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
方
に
は
、

早
め
の
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
接
種
期
間
終
了
後
は
、
自
費
で
の
接
種
に

な
り
ま
す
。
主
治
医
と
相
談
し
、
な
る

べ
く
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
麻
し
ん（
は
し
か
）に
つ
い
て

　
麻
し
ん
は
一
般
に
小
児
期
に
多
い
急

性
の
感
染
症
で
す
。
し
か
し
、
平
成
19

年
は
10
代
・
20
代
の
感
染
が
多
く
見
ら
れ
、

社
会
的
に
も
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　
10
代
・
20
代
の
中
に
は
、
ま
だ
一
度
も

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

方
が
い
ま
す
。
ま
た
、
１
回
の
予
防
接

種
で
十
分
な
免
疫
が
で
き
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
麻
し
ん
が
流
行

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
麻
し
ん

患
者
数
が
減
り
、
ウ
イ
ル
ス
に
さ
ら
さ

れ
る
機
会
が
減
少
し
ま
し
た
。
幼
少
時

に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
10
代
・
20
代
の

方
の
免
疫
力
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
弱
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
流
行
の

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
確
認
を

　
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に
は
、
予

診
票
、
契
約
医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い

お
知
ら
せ
を
個
別
通
知
し
ま
す
。
次
の

こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
①
接
種
時
期

　
②
各
予
防
接
種
の
効
果
や
目
的

　
③
副
反
応
の
可
能
性
な
ど

○
接
種
に
必
要
な
持
ち
物

　
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

※
定
期
予
防
接
種
の
予
診
票
が
な
い
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
健
康
づ
く
り
課
に
連
絡
し

て
か
ら
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て

再
交
付
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
再
交
付
は
接
種
可
能
な
期
間

内
に
限
り
ま
す
）



みんなが快適に利用できる道路に
　市・県民税前期前納は６月15日、固定資産税・都市計画税前期前納は７月16日が納期限日・口座振替日です。
■問合せ先　総務部　収税課　収納担当　☎０５５(２６２)４１１１

　
平
成
21
年
４
月
分
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
が
毎
月
１
万
４
６
６
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
分
の
納
付
書
（
国
民
年
金
保

険
料
納
付
案
内
書
）
は
、
４
月
上
旬
に
社
会

保
険
庁
か
ら
ご
本
人
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
お
得
な「
前
納
制
度
」、便
利
な「
口
座
振
替
」

が
お
す
す
め
で
す

　
４
月
上
旬
に
送
付
す
る
納
付
案
内
書
に
、

前
納
専
用
納
付
書
・
口
座
振
替
納
付
申

出
書
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
平
成
20
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利

用
さ
れ
た
方
へ

　
平
成
21
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
は
、
４
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
や
新
規
申
請
を

ご
希
望
の
場
合
は
、
年
金
手
帳
、
学
生

証（
写
し
も
可
）ま
た
は
在
学
証
明
書
を
持

っ
て
、
市
国
民
健
康
保
険
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
市
役
所
　
市
民
環
境
部

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
５
２
）１
４
３
１

　税金はまちづくりを支える大切な財源です。期限を守って納めましょう。
　４月からは、バーコード付納付書があれば、税金をコンビニエンスストアや
全国のゆうちょ銀行・郵便局でも納めていただけるようになりました。(ただし、
コンビニエンスストアの場合は30万円以下の納税に限る)

　
情
報
化
社
会
が
発
達
す
る
現
代
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
、
青
少
年
が
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
な
ど
の
事
件
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
有
害
情
報
か
ら
守
り
、
安

全
・
安
心
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
法
律

が
施
行
さ
れ
ま
し
た（「
青
少
年
が
安
全
に
安

心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環

境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」）。

■
法
律
の
基
本
事
項

○
青
少
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
適
切
に
活

用
す
る
能
力
を
習
得
さ
せ
る

○
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
広
め
、
青
少
年
が

有
害
情
報
を
見
る
機
会
を
最
も
小
な
く

す
る

　
（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、
不
適
切
な
情

報
を
見
ら
れ
な
く
し
た
り
、
有
益
な
情

報
だ
け
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
す

る
こ
と
）

○
民
間
関
係
者
の
自
主
的
・
主
体
的
な
取
り

組
み
を
政
府
が
支
援
す
る

　
積
極
的
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用
す
る

な
ど
、
保
護
者
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者

み
ん
な
で
、
子
ど
も
た
ち
を
有
害
情
報
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

　
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.so
u
m
u
.g
o
.jp
/
jo
h
o

_
ts
u
s
in
/
d
_
s
y
o
h
i/
filte
rin
g
.h
tm
l

（
パ
ソ
コ
ン
用
）

h
ttp
:/
/
w
w
w
.so
u
m
u
.g
o
.jp
/
jo
h
o

_
ts
u
s
in
/
d
_
s
y
o
h
i/
i/
in
d
e
x
.h
tm
l

（
携
帯
電
話
用
）

○
社
団
法
人
電
気
通
信
事
業
者
協
会
（
携
帯

電
話
・
P
H
S
に
つ
い
て
）

h
ttp
:/
/
w
w
w
.tc
a
.o
r
.jp
/
m
o
b
ile

/
filte
rin
g
.h
tm
l

○
財
団
法
人
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会
（
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
）

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ia
ja
p
a
n
.o
rg
/
filte
rin
g
/
�

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
青
少
年
育
成
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

安心安全なインターネット利用のために

○許可を得ずに立看板・旗ざおなどを道路上

に置く、これらが道路上にはみ出している

○ガードレール・標識柱・街路灯などの道路

付属施設に貼り紙をする。また、ひもやテ

ープなどを巻き付ける。

○庭木や果樹の枝が道路上にはみ出している。

○空き缶、吸いがらなのどゴミを捨てる。

　身近な道路をすべての人が快適に通行でき

るよう、ご協力をお願いします。

　　　　　　月
税の種類�

4� 5� 6� 7� 8� 9� 10� 11� 12� 1� 2� 3

市・県民税��� １期�� ２期�� ３期��� ４期
固定資産税
都市計画税����

１期�� ２期�� ３期��� ４期

軽自動車税�� 全期� ���������
国民健康保険税���� １期� ２期� ３期� ４期� ５期� ６期� ７期� ８期
納　期　限�� �6/1�

6/30� 7/31� 8/31� 9/30� 11/2� 11/30
� 12/28�

2/1� 3/1
口座振替日�� �6/15������� 12/25��

　最近、車道や歩道が通りづらい状況が目立

っています。次の行為は、通行する人に危険

を及ぼす恐れがありますので行わないように

ご注意ください。

■問合せ先
　建設部　土木課　☎０５５(２６１)３３３３

　
退
職
さ
れ
て
国
民
年
金
保
険
料
納
付
が
困

難
な
方
に
は
、
特
例
免
除
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
例
免
除
と
は
、
本
人
所
得
を
除
外

し
て
審
査
を
行
い
、
保
険
料
免
除
を
決
定
す

る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
特
例
免
除
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。

■
対
象
者

免
除
を
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度

に
退
職（
失
業
）し
た
方

※
た
だ
し
、
配
偶
者
や
世
帯
主
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
と
、
免
除
が
認
め
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
ち
物

○
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
分
か

る
も
の（
納
付
書
な
ど
）

○
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

○
失
業
が
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明

　（
次
の
写
し
を
い
ず
れ
か
１
つ
）

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通

知
書

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
貸
付
決
定
通
知
書
（
離
職
者
支
援
金
貸
付

制
度
を
受
け
た
方
）

※
平
成
20
年
１
月
１
日
以
降
に
市
内
に
転
入

し
た
方
は
、
「
平
成
19
年
分
の
所
得
状
況

を
証
明
す
る
書
類
（
平
成
20
年
度
所
得
課

税
証
明
ま
た
は
平
成
19
年
分
源
泉
徴
収

票
な
ど
）」
が
必
要
で
す
。（
配
偶
者
・
世

帯
主
を
含
む
）　

　
雇
用
保
険
の
適
用
の
無
い
退
職
者
の
方
は
、

市
国
民
健
康
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
請
受
付
場
所

　
市
国
民
健
康
保
険
課
・
各
支
所

　
免
除
に
つ
い
て
の
詳
細
は
社
会
保
険
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sia
.g
o
.jp
/

■
問
合
せ
先

・
市
役
所
　
市
民
環
境
部

国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
５
２
）１
４
３
１



国補助金
51％

所有者負担
32％

県補助金
17％

県上乗せ交付金
32％

国補助金
51％

県補助金
17％

�
�
�

　
森
林
は
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
災
害
の
防

止
、
木
材
生
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持

つ
、
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
重
要
な
役

割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
機
能
の
維
持
や
向
上
の
た
め
に
は
、

間
伐
に
よ
る
手
入
れ
が
必
要
で
す
。

　
県
で
は
、
国
と
県
が
経
費
を
負
担
す
る
こ

と
で
、
森
林
所
有
者
の
負
担
な
し
で
森
林
組

合
な
ど
が
間
伐
を
行
う
「
環
境
公
益
林
整
備

支
援
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
所
有
す
る
山
や
身
近
な
山
で
間
伐
が
で
き

ず
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
森
林
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
森
林
や
条
件
な
ど

　
笛
吹
市
森
林
整
備
計
画
で
「
水
土
保

全
林
」
か
「
森
林
と
人
と
の
共
生
林
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
私
有
林
で
、

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
森
林
が
対
象

で
す
。

○
非
常
に
混
み
合
っ
て
い
る

○
樹
高
に
比
べ
幹
が
細
く
折
れ
や
す
い

○
形
質
が
不
良
の
木
が
多
い

※
な
お
、
制
度
ご
利
用
の
際
は
「
間
伐
後
10

年
間
は
転
用
ま
た
は
皆
伐
を
行
わ
な
い
」、

「
20
年
間
は
公
益
的
機
能
を
損
な
う
行
為

を
行
わ
な
い
」
な
ど
の
協
定
・
誓
約
を

交
わ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
市
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
農
林
経
営
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

・
中
央
森
林
組
合

　
☎
０
５
５（
２
３
２
）０
５
８
１�

・
峡
東
森
林
組
合

　
☎
０
５
５
３（
３
３
）２
９
０
１�

・
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

　
森
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
２
２

一般の造林事業

環境公益林整備支援事業

　
農
薬
を
取
り
扱
う
皆
さ
ん
、
農
薬
は
正
し

く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
を
取
り
扱
う
方
の
安
全
は
も
ち
ろ
ん
、

農
薬
が
周
辺
の
住
宅
や
他
の
農
作
物
に
飛
散

し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
地
周
辺
で
農
薬
散
布
を
す
る
時
は
、

事
前
に
周
辺
の
住
民
に
連
絡
し
、
散
布

方
法
や
時
間
帯
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
農
薬
の
残
液
を
河
川
な
ど
に
流
す
と
、
環

境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
適

正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
農
薬
の
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
、
適
用
作
物
、

使
用
濃
度
、
使
用
時
期
、
使
用
回
数
な

ど
の
安
全
使
用
基
準
や
注
意
事
項
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
や
家
庭
で
も
、
樹
木
や
花
だ
ん
な

ど
の
病
害
虫
防
除
や
、
駐
車
場
な
ど
で

除
草
剤
を
散
布
す
る
よ
う
な
場
合
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
周
辺
で
栽
培
し
て
い
る
農
作
物
に
農
薬

が
飛
散
す
る
と
、
出
荷
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
農
薬
の
飛
散
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
に
は
、
農
家
、
非
農
家
を
問
わ
ず
、
地
域

に
お
い
て
日
頃
か
ら
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
農
林
経
営
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
市
内
で
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
山
間

部
に
金
属
製
の
獣
害
防
止
柵（
さ
く
）を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
柵
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
は
「
設
置
後
の
維
持
管
理
の
徹

底
」
が
大
切
で
す
。

　
農
作
物
な
ど
を
野
生
動
物
か
ら
守
る
た
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
柵
の
維
持
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
柵
の
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
こ
ま

め
に
刈
り
払
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
地
面
と
接
し
て
い
る
柵
の
折
り
返
し
部
分

は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
に
最
も
重
要
で
す
。
ア
ン
カ
ー
ピ
ン

や
金
網
が
浮
い
て
い
な
い
か
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

③
台
風
、
大
雨
、
大
雪
、
強
風
な
ど
の
後
は
、

倒
木
は
な
い
か
、
柵
に
土
砂
な
ど
が
詰

ま
っ
て
い
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

■
野
生
動
物
は
民
家
に
出
没
す
る
こ
と
も

　
昨
年
、
市
内
で
も
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ

が
民
家
の
庭
先
に
出
没
し
た
例
が
あ
り

ま
す
。

　
野
生
動
物
を
集
落
に
寄
せ
付
け
な
い

た
め
の
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

①
庭
先
の
果
樹
・
野
菜
な
ど
の
未
収
穫
物
や

生
ゴ
ミ
な
ど
を
放
置
せ
ず
、
適
正
に
処

理
し
ま
し
ょ
う
。

②
耕
作
放
棄
地
は

野
生
動
物
の
隠

れ
場
に
な
り
ま

す
の
で
、
刈
り

払
い
を
す
る
な

ど
の
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
被
害
が

多
発
す
る
地
域
で

は
、
各
地
区
猟
友

会
の
ご
協
力
で
有

害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

農
林
経
営
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
市
で
は
、
農
業
者
支
援
の
た
め
に
各
種
補

助
・
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
農
業
生
産
法
人
設
立
準
備
の
た
め
に
必
要

な
経
費
を
助
成
し
ま
す
。
（
１
法
人
に
つ
き

１
回
限
り
）

■
対
象
　
農
業
生
産
法
人

■
要
件

○
農
業
生
産
法
人
の
所
在
地
・
生
産
活
動
拠

点
が
市
内
に
あ
る
こ
と

○
法
人
と
し
て
農
業
経
営
改
善
計
画
の
認
定

を
受
け
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
か
、
ま

た
は
業
務
執
行
役
員
要
件
の
役
員
に
市

内
在
住
の
認
定
農
業
者
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と

○
法
人
へ
の
農
地
の
権
利
設
定
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と

○
市
内
在
住
の
役
員
に
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と

■
助
成
金
額
　
上
限
額�

50
万
円

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
電
気
柵
な
ど
の
設
置

を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象

○
市
内
在
住
の
農
業
従
事
者

○
電
気
柵
な
ど
を
購
入
し
、
設
置
し
た
方

○
鳥
獣
被
害
が
発
生
し
た
地
域
や
被
害
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
地
域

○
ほ
場
な
ど
が
隣
接
し
あ
っ
て
い
る
地
域
で

共
同
設
置
す
る
場
合
は
、
10
人
以
上
の

集
団

■
補
助
要
件

○
補
助
対
象
は
、
防
護
資
材
を
設
置
す
る
た

め
の
資
材
費
の
み

○
農
家
１
戸
あ
た
り
農
地
１
カ
所
（
同
一
農

家
の
連
続
し
た
農
地
を
含
む
）
に
つ
い
て

補
助
、
さ
ら
に
防
護
資
材
の
い
ず
れ
か

１
種
に
つ
い
て
の
補
助

■
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

※
上
限
額

　
個
人
で
設
置･･･

５
万
円

　
集
団
で
設
置･･･

50
万
円

　
チ
ッ
パ
ー（
剪
定（
せ
ん
て
い
）枝
粉
砕
機
）

の
共
同
購
入
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象

　
５
人（
５
経
営
体
）以
上
の
農
業
者

■
補
助
金
額

　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

※
上
限
額�

50
万
円

　
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
農
地
流
動
化
奨
励（
し

ょ
う
れ
い
）
補
助
金
な
ど
の
事
業
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

農
林
経
営
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１



　
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題
の
無
料

相
談
会
で
す
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
の
借
金

で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

　
市
内
在
住
の
方

■
日
時

　
４
月
15
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
２
階
会
議
室

■
相
談
時
間

　
１
人
30
分
以
内

■
相
談
員

　
網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
）

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
混
雑
す
る
場
合
は
、

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
生
活
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で
は
、

土
地
・
建
物
な
ど
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
協
力

会
会
員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時

　
４
月
15
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
６
月
17
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
市
役
所
南
館
　
３
階
大
会
議
室

※
予
約
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
６
３
８

　（
担
当
　
岡
）

　
４
月
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
結
婚
相
談
所

の
開
設
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
休
み
中
の
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活
動

支
援
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
８

相　談　員場　　所 日　　　　時

・笛吹市社会福祉協議会�・同　石和支所� ・同　御坂支所� ・同　一宮支所
　☎055(265)5182� 　☎055(262)1267�　☎055(263)0848� 　☎0553(47)2288
� ・同　八代支所� ・同　境川支所� ・同　春日居支所� ・同　芦川支所
� 　☎055(265)2240�　☎055(266)5911� 　☎0553(26)3667�　☎055(298)2170

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

できるだけ事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。
予約は、下記の社会福祉協議会本所・各支所
で受け付けます。

事前にご予約を

■日程

■問合せ先

スコレーパリオ
２階　会議室

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

芦川町ふれあいプラザ

�4月22日（水）� 民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

�5月27日（水）� 民生委員・人権擁護委員・顧問弁護士・行政相談委員

�6月24日（水）� 民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

�4月16日（木）� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

�6月18日（木）� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

�5月20日（水）� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

� 4月 8日（水）� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

�6月10日（水）� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

�5月14日（木）� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

� 4月 7日（火）� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

� 6月 2日（火）� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

� 6月 4日（木）� 民生委員・行政相談委員

　
固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
の
評
価
額
を

も
と
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
３

年
ご
と
に
評
価
額
を
見
直
す
制
度
に
な
っ
て

お
り
、
平
成
21
年
度
は
、
そ
の
評
価
替
え（
見

直
し)

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
旧
町
村
の
方
法
で
固
定
資
産
の

評
価
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
の
評
価
替
え
に
合
わ
せ
、

笛
吹
市
と
し
て
土
地
の
評
価
方
法
を
統
一

し
ま
す
。

■
統
一
す
る
地
目

宅
地
・
雑
種
地
（
こ
れ
以
外
の
地
目
の
評

価
は
従
来
ど
お
り
で
す
）

※
原
則
と
し
て
「
雑
種
地
」
は
宅
地
並
み
の

課
税
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
同
じ
「
雑
種
地
」
に
分
類

さ
れ
る
駐
車
場
や
資
材
置
場
、
荒
地
な

ど
で
あ
っ
て
も
、
舗
装
の
あ
る
な
し
な

ど
利
用
状
況
に
応
じ
て
評
価
は
異
な
り

ま
す
。

※
お
持
ち
の
土
地
の
評
価
を
確
認
し
た
い
場

合
は
、
４
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

税
務
課
で
行
う
固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲

覧
期
間
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て

　
評
価
替
え
方
法
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

　
な
お
、
家
屋
の
評
価
額
は
、
評
価
対

象
と
な
っ
た
家
屋
と
同
一
の
も
の
を
、

評
価
替
え
の
時
点
に
同
じ
場
所
に
新
築

す
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
必
要
な
建
築

費
に
、
「
経
年
減
点
補
正
率
」
を
乗
じ
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
経
年
減
点
補
正
率
」
と
は
、
家
屋
建

築
後
の
経
過
年
数
で
生
ず
る
損
耗
に
よ

る
減
価
な
ど
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
家
屋
の
評
価
額
が
前

年
度
の
額
を
超
え
る
場
合
は
、
通
常
、

前
年
度
の
額
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
や
お
持
ち
の
資
産
に
つ
い
て

ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体
活
動
に
最

適
な
保
険
で
す
。

　
ま
た
、
活
動
中
の
突
然
死
に
対
し
て
も
共

済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
万
一
の

事
故
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
　
５
人
以
上
の
団
体

■
保
険
内
容

　
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
傷
害
事
故
や
賠

償
責
任
を
負
う
事
故
、
活
動
会
場
ま
で

の
往
復
中
の
事
故
が
保
険
の
対
象
で
す
。

※
平
成
21
年
度
受
付
を
４
月
か
ら
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
８

・
各
地
区
体
育
担
当

　
御
坂
支
所
地
域
課

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）２
２
７
１

　
一
宮
支
所
地
域
課

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）１
１
１
１

　
八
代
支
所
地
域
課（
八
代
総
合
会
館
）

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）４
０
１
１

　
境
川
支
所
地
域
課（
境
川
総
合
会
館
）

　
☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

　
春
日
居
支
所
地
域
課

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）３
１
１
１

　
芦
川
支
所
地
域
住
民
課

　
☎
０
５
５（
２
９
８
）２
１
１
１

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
重
点
項
目

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
市
内
交
通
関
係
団
体
が
、
朝
の
登
校
指
導
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
や
交
通
事
故
防
止
の
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
の
心
」
で
、
家

族
・
地
域
・
職
場
か
ら
交
通
事
故
の
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
よ
う
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

■相談内容・相談対応者
○専門家への相談�…………………�弁護士・司法書士
○相談員への相談� ���������
心配ごと（福祉関係）相談�………�民生委員・児童委員
人権相談�…………………………�人権擁護委員
行政相談（行政機関について）�…�行政相談委員
消費生活相談�……………………�消費生活相談員
※原則として、当日の相談員は同席し、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。

毎日の暮らしの中での問題について相談に応じま
す。相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。



ご自分の所有する固定資産以外の価格なども縦覧帳簿で縦覧できます。

期　　間

場　　所

平成２１年４月１日（水）～７月３１日（金）
（土日・祝日を除く）
午前８時３０分～午後５時３０分

ア：市内に所在する土地や家屋に対する固定資産税の納税者
イ：納税者の代理権を有する方（委任状などが必要）

納税者の所有する固定資産以外の固定資産（土地・家屋）
※土地の納税者は土地、家屋の納税者は家屋の縦覧帳簿を縦覧できます

土地：所在、地番、地目、地積、価格
家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

常に閲覧可能（土日・祝日を除く）
※平成２１年度分の閲覧は４月１日（水）から

土地：所在、地番、地目、地積、固定資産の評価額、課税標準額および税額など
家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額、課税標準額および税額など
※土地家屋などの権利を有する方は、その目的となる固定資産に限られます。

ア：固定資産税の納税義務者、または納税義務者からの委任状などをお持ち
の方（代理人）
イ：土地、家屋について賃借権、その他の使用または収益を目的とする権利
を有し、賃借料などの対価を支払っている方
ウ：破産管財人など、固定資産を処分する権利を有する方

（１）上記の「固定資産の価格などの縦覧」の申請と同じ
（２）土地、家屋などの処分をする権利、賃借権、その他の使用または収益
を目的とする権利を有する方の場合･･･その権利があることを確認で
きるもの(賃貸借契約書等や貸借料等を支払ったことが分かる領収書
などや裁判所等による選任書など)もあわせて必要

市役所本庁舎１階　税務課または各支所

（１）納税義務者の場合･･･納税義務者であることが確認できるもの
　　　　　　　　　　　（納税通知書、運転免許証、各種健康保険証等）
（２）代理人の場合･･･（１）に加えて委任状など
（３）納税義務者が法人である場合･･･法人の代表者印が押された申請書

市役所本庁舎１階　税務課

縦覧できる方
（ア・イのいずれか）

縦覧できる固定資産

縦覧できる事項

申請に必要なもの

手数料 無料

　本人資産の課税の内容が閲覧できます。また、賃借権などを有する方(借地借家人等)も、その権利の
目的である固定資産の課税台帳閲覧ができます。

期　　間

場　　所

閲覧できる方
（ア・イ・ウのいずれか）

閲覧できる固定資産

申請に必要なもの

手数料
１件３００円（納税義務者ごと）
※ただし、縦覧期間中（７月３１日まで）は手数料無料

　平成２１年７月の固定資産税課税の際、課税対象者には上記の閲覧資料と同じ内容の「課税明
細書」を納付書（または納税通知書）と一緒に郵送します。この「課税明細書」は、平成２１年分
の確定申告の租税公課の算出に必要な資料ですので大切に保管してください。

■問合せ先　総務部　税務課　資産税担当　☎０５５（２６２）４１１１

　
森
林
や
樹
木
は
、
水
源
の
か
ん
養
、
環
境

保
全
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
緑
の
募
金
で
森
林
整
備
な
ど
を
行
い
、
豊

か
な
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
金
運
動
期
間

４
月
１
日（
水
）〜
５
月
31
日（
日
）

（
一
宮
・
八
代
・
境
川
・
春
日
居
・
芦
川

地
区
）

（
秋
に
は
石
和
・
御
坂
地
区
で
実
施
し
ま
す
）

■
実
施
方
法

○
家
庭
募
金

各
区
長
の
ご
協
力
で
、
各
ご
家
庭
か
ら

募
金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

○
街
頭
募
金

４
月
３
日
に
石
和
温
泉
駅
前
で
緑
の
少

年
隊
を
中
心
に
募
金
運
動
を
し
ま
す
。

※
農
林
振
興
課
に
も
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。

■
募
金
の
使
い
道

・
緑
化
推
進

市
内
の
学
校
へ
の
植
栽
、
公
共
施
設
の
緑

化
、緑
の
少
年
隊
育
成
、緑
化
啓
発
な
ど

・
森
林
整
備

水
源
の
森
や
み
ん
な
の
森
の
造
成
、
適
切

に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
森
の
整
備
な
ど

・
国
際
協
力

　
熱
帯
林
の
保
全
、
砂
漠
の
緑
化
な
ど

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
緑
化
推
進
会
議

（
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
内
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
２
月
22
日
、
成
就
院（
石
和
町
小
石
和
）で

武
田
信
重
公
の
位
牌（
い
は
い
）な
ど
が
盗
ま

れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
貴
重
な
文
化
財
を
盗
難
か
ら
守
る
た
め
に
、

文
化
財
を
収
め
て
い
る
施
設（
神
社
の
本
殿
・

お
寺
の
お
堂
な
ど
）
の
防
犯
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

　
４
月
19
日
は
、
川
中
島
合
戦
戦
国
絵
巻
の

開
催
の
た
め
、
本
庁
日
曜
窓
口
を
お
休
み
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

望
月
信
人
様（
春
日
居
町
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
と
し
て
】

仁
野
信
平
様（
甲
府
市
上
曽
根
町
）

【
絵
図
一
幅
】

久
津
間
光
貴
様（
一
宮
町
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
と
し
て
】

奥
州
谷
公
志
様（
八
代
町
）

【
学
級
文
庫
用
図
書
】

望
月
利
彦
様（
石
和
町
）

【
木
目
調
仕
様
ピ
ア
ノ
】

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

下水道関連配水管布設替工事(石和５工区)� 石和町下平井� ¥10,700,000� ¥9,900,000� (有)ツチヤ設備� 平成21年1月22日※

補助関連舗装本復旧工事(春日居６工区)� 春日居町� ¥16,800,000�¥15,900,000� (株)日昇建設� 〃

土木積算システムサーバー機器購入� 市内� ¥1,200,000� ¥520,000� (株)ＹＳＫ�ｅ－ｃｏｍ� 平成21年1月29日

館内非常灯及び非常灯用バッテリー取替工事�� ¥2,260,000� ¥2,160,000�（株）滝沢電気� 〃

石和南小学校食器洗浄機等入替工事� 石和町市部� ¥6,200,000� ¥4,960,000�（株）大久調温� 〃

舗装本復旧工事第１７工区（石和）� 石和町井戸� ¥3,200,000� ¥3,100,000� 中央舗道建設(有)� 〃

水道舗装本復旧工事第４工区（一宮）� 一宮町坪井� ¥3,450,000� ¥3,350,000� 中央舗道建設（有）� 〃

千米寺水路改修工事� 一宮町千米寺� ¥3,200,000� ¥3,100,000�（有）桃李� 〃

春日居小学校／石和中学校�電話設備購入�� ¥4,200,000� ¥2,099,000� 中楯電気(株)� 平成21年2月12日

春日居弓道場改修工事� 春日居町鎮目� ¥1,750,000� ¥1,498,000�（有）三枝工務店� 〃

御坂町八千蔵地内配水管布設工事� 御坂町八千蔵� ¥2,400,000� ¥2,000,000�（有）石倉興業� 〃

御坂町夏目原地内配水管布設工事� 御坂町夏目原� ¥3,900,000� ¥3,120,000� 落合設備� 〃

歩行者誘導サイン設置工事� 石和町川中島� ¥5,620,000� ¥4,950,000�（株）フロンティアサイトー� 〃

笛吹市八代庁舎清掃業務委託（平成２１年度業務）� 八代庁舎� ¥2,200,000� ¥1,800,000�（株）アサヒ総合サービス�平成21年2月26日

春日居支所庁舎他市有施設清掃業務委託�� ¥3,700,000� ¥3,280,000�（有）中央美装サービス� 〃

笛吹市役所本庁舎清掃業務委託� 笛吹市役所� ¥4,200,000� ¥2,000,000�� 〃

砂原地区ごみ集積場造成工事� 石和町砂原� ¥1,800,000� ¥1,750,000�（株）芦沢組土木� 〃

春日居スポーツ広場フェンス改修工事� 春日居町鎮目� ¥1,900,000� ¥1,700,000� 風間建設（株）� 〃

八代農産物直売所作業場改良工事� 八代町南� ¥3,350,000� ¥2,680,000�（有）住まいの高野� 〃

笛吹市水道事業境川浄水場建設実施設計等業務委託�境川町小黒坂� ¥54,000,000�¥36,200,000�（株）日水コン山梨事務所� 〃

市道境川２２０号線舗装工事� 境川町三椚� ¥4,000,000� ¥3,470,000�� 〃

春日居町桑戸／
石和町小石和

春日居町寺本
春日居福祉会館

春日居支所庁舎
他５施設

関東トータルサービス（有）

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション
山梨統括事業所



■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

実施月日 実施場所 実施時間

� 石和町� 5月10日（日）� 市役所本庁舎前� 9：00～11：30

��� 東部公民館� 9：00～ 9：30

��� 御坂体育館� 9：40～10：10

�
御坂町� 5月11日（月）

� 成田公民館� 10：30～11：00

��� 御坂西小体育館前� 11：20～12：00

� 一宮町� 5月12日（火）� 一宮支所福祉センター前� 9：30～11：30

� 八代町� 5月12日（火）� 八代支所前� 13：30～15：00

� 境川町� 5月13日（水）� 境川支所裏駐車場� 9：00～11：30

� 芦川町� 5月13日（水）� ふるさと総合センター前� 13：30～14：30

� 春日居町� 5月17日（日）� 春日居支所北側駐車場� 9：00～11：30

実施場所で行った場合

登録済犬 新規登録犬 登録済犬 新規登録犬

訪問してもらった場合

予 防 注 射 料 金

注射済票交付手数料

登 録 手 数 料

　 合 計 　

� 2,850円� 2,850円� 4,050円� 4,050円

� 550円� 550円� 550円� 550円

�� 3,000円�� 3,000円

� 3,400円� 6,400円� 4,600円� 7,600円

　
上
の
日
程
で
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。
狂
犬
病

予
防
法
で
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
毎
年
1
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
飼
い
犬
の
登
録

も
義
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
施
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、
６
月
末
ま
で
に
最

寄
り
の
獣
医
師
か
訪
問
で
の
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
、
ど
こ
の
会
場
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

○
登
録
し
て
い
る
飼
い
主
に
は
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
会
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
支
払
い
は
つ
り

銭
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
山
梨
県
ノ
ー
レ
ジ
袋
推
進
連
絡
協
議
会
で
は
、
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
促
進
や
レ
ジ
袋
削
減
に
つ
い
て
、
協
定
に
参
加

し
て
く
だ
さ
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
県
内
に
店
舗
が
あ
る
事
業
者
・
小
売
事
業
者

■
募
集
期
間
　
4
月
15
日（
水
）ま
で

■
応
募
方
法

所
定
の
様
式
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
県
環
境
創
造
課

　
☎
0
5
5（
2
2
3
）1
5
0
6

　
笛
吹
市
桃
の
花
ま
つ
り
と
共
催
で
、「
釈

迦
堂�

花
ウ
イ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
土
偶
と
土
器
、
絶
景
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
当
博
物
館
で
春
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
４
月
１
日
（
水
）
〜
19
日
（
日
）

　
（
期
間
中
無
休
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

※
期
間
中
は
開
館
時
間
を
拡
大

■
企
画
展
「
彩
り
と
飾
り

　
　
　
　
―�

歴
史
の
な
か
の
色
・
飾
り
」

　
４
月
１
日
（
水
）
〜
５
月
25
日
（
月
）

※
花
ウ
イ
ー
ク
中
は
開
館
時
間
を
拡
大

■
花
と
邦
楽
の
調
べ

　
４
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら

・
一
宮
保
育
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

・
筝
曲
・
尺
八
・
津
軽
三
味
線
の
演
奏
会

　
（
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
）

・
薄
茶
席
サ
ー
ビ
ス

　
（
入
館
者
対
象
・
先
着
３
０
０
人
）

■
ワ
イ
ン
試
飲
即
売
会

　
４
月
11
日
（
土
）
・
12
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
博
物
館
縄
文
の
森
公
園
に
て

　
当
博
物
館
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
会
員
証
提
示
で
入
館
無
料

○
当
館
の
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
な
ど
の
先
行
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

■
会
員
期
限
　
１
年（
入
会
し
た
年
度
末（
３

月
末
）
ま
で
）

■
会
費
　
１
０
０
０
円
（
一
年
度
）

■
入
会
方
法

　
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
、
当

館
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
ご
来
館
の
際
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物

館
利
用
券（
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
）

を
お
持
ち
の
小
学
生
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
同
伴
の
方
も
無
料

に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　２月７日・８日、県立八ヶ岳少年自然の家で、子ども

たちの自然に対する豊かな感受性と集団生活の中での協

調性を養うことを目的に、自然体験・ジュニアリーダー

研修を１泊２日で開催しました。ジュニアリーダーとは、

地域の子ども活動のリーダーとなる子どもたちのことです。

　この教室には小学生40人が参加し、ジュニアリーダー

の指導を受けながら充実した２日間を過ごしました。

　工作教室では、子どもたちは、「プルプルとんぼ」の工

作に挑戦。慣れないナイフの使い方を教わりながら約１

時間30分かけてとんぼを完成させ、大満足の様子でした。

　また、天体学習の時間には、プラネタリウムを見ながら夜空や星について学んだ子どもたち。

先生が投げかける質問に次々と答えるその知識の豊富さに、感心させられました。

　その後、外に出た子どもたちは、元気良く芝すべりやソリ遊びで自然を満喫。時間がたつのも

忘れて楽しみました。

　翌日は、少年自然の家から吐竜の滝までみんなで散策をしながら団体行動を学び、交流を深め

ました。

　２日間教室に参加した子どもたちからは、「雪の体験が良かった」、「次回も参加したい」と感想

をいただきました。今後も「体験活動事業」を促進し、青少年の健全育成を図っていきます。

■問合せ先　市教育委員会��生涯学習課��青少年育成コーディネーター　☎０５５（２６１）３３３９



齊籐米子さん

　
昨
年
７
月
か
ら

J
I
C
A
（
国
際

協
力
機
構
）
の
日

系
社
会
シ
ニ
ア
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に

派
遣
さ
れ
て
い
る
、
齊
籐
米
子
さ
ん
（
八

代
町
）か
ら
現
地
報
告
が
届
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
日

伯
援
護
協
会
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ス

ザ
ノ
・
イ
ッ
ペ
ラ
ン
ジ
ャ
ホ
ー
ム
」
で
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
福
祉
に
従

事
す
る
専
門
家
）
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
　
日
本
の
ほ
ぼ
裏
側
に
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
は
、

暑
い
国
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

日
の
中
に
四
季
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
で
、

日
中
は
半
袖
で
大
丈
夫
で
す
が
、
夕
方

か
ら
は
コ
ー
ト
が
必
要
に
な
る
ぐ
ら
い

一
年
を
通
し
て
寒
い
日
が
多
い
で
す
。

　
私
が
勤
務
す
る
ホ
ー
ム
は
大
サ
ン
パ

ウ
ロ
圏
の
ス
ザ
ノ
市
郊
外
の
丘
陵
の
上

に
あ
り
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。

毎
年
３
月
に
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
随
一
の
ダ

リ
ア
祭
り
が
開
か
れ
、
多
く
の
人
が
訪

れ
ま
す
。

　
現
在
ホ
ー
ム
で
は
、
子
ど
も
の
頃
に

日
本
か
ら
移
民
し
た
26
名
の
人
が
入
所

し
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
は
85
歳
で
す
が
、

皆
さ
ん
と
て
も
元
気
で
す
。
多
く
の
方
は
、

若
い
頃
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
働
い
て
い
ま

し
た
。
ホ
ー
ム
で
は
衛
星
放
送
で
日
本

の
番
組
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
テ
レ
ビ

を
見
た
り
、
日
本
の
童
謡
を
歌
っ
た
り

し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
写
真
の
志
村
さ
ん
と
榎
原
さ

ん
の
お
二
人
は
笛
吹
市
出
身
と
い
う
こ

と
で
、
大
変
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
活
動
期
間
は
２
年
間
で
す
の
で

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
頑
張
っ

て
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一宮町出身の榎原千畝さんと

志村操さんと一緒に

表彰された皆さんと消防本部関係者

　
３
月
２
日
、
市
消
防
本
部
で
、
火
災
の
初

期
消
火
に
協
力
し
た
７
人
の
勇
気
あ
る
行
動

に
対
し
、
消
防
長
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
11
日
、
石
和
町
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
火

災
が
発
生
し
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
現
場
近
く

に
住
む
青
山
好
英
さ
ん
が
消
火
栓
の
ホ
ー
ス

を
延
長
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
通
り
か
か
っ
た

石
和
中
学
校
２
年
生
の
桜
林
一
馬
さ
ん
、
小

沢
太
翔
さ
ん
、
相
原
啓
人
さ
ん
、
安
藤
恭
祐

さ
ん
、
相
澤
拓
哉
さ
ん
、
谷
島
健
斗
さ
ん
６

人
が
率
先
し
て
手
伝
い
ま
し
た
。

　
表
彰
状
を
手
渡
し
た
金
井
消
防
長
は
、「
勇

気
あ
る
行
動
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　　
２
月
18
日
、
笛
吹
交
通
安
全
協
会
（
三
枝

力
会
長
）
の
代
表
３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、

傘
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
４
月
に
市
内
小
学
校
に
入
学

す
る
新
入
学
児
童
全
員
に
配
ら
れ
ま
す
。

　
三
枝
会
長
は
、
「
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
や

傘
を
使
っ
て
く
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
る
と
、
贈
っ
て
良
か
っ
た
と
実
感
す
る
。

安
心
安
全
に
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

荻野市長に目録を手渡す三枝会長

メンバーによる朗読

　
２
月
21
日
、
八
代
総
合
会
館
で
笛
吹
市
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
発
表
会
を
主
催
し
た
笛
吹
市
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
は
、
施
設
で
の
読
み
聞
か
せ

や
声
の
広
報
に
よ
る
市
内
の
視
覚
障
害
者
へ

の
情
報
提
供
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
９
つ
の
朗
読
サ
ー
ク
ル
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
会
場
に
は
１
５
０
人
以
上
が
来
場
し
、
心

の
こ
も
っ
た
朗
読
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
主
催
者
は
、
「
朗
読
の
す
ば
ら
し
さ
を
大

勢
の
方
に
伝
え
る
機
会
に
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
笛
吹
市
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

発
展
と
市
民
の
地
域
生
活
を
支
え
に
な
る
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
２
月
20
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
市
民

講
座
（
ス
コ
レ
ー
大
学
）
特
別
講
演
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
講
師
と
し
て
、
北
朝
鮮
問
題
の
第
一
人
者

で
あ
る
山
梨
学
院
大
学
経
営
情
報
学
部
教
授

の
宮
塚
利
雄
氏
を
招
き
、
来
場
者
は
「
日
本

と
北
朝
鮮
の
人
と
物
の
流
れ
」
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
、
私
た
ち
の
平
和
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。

　
当
日
は
悪
天
候
で
し
た
が
、
多
く
の
方
が

来
場
し
熱
心
に
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
を
主
催
し
た
市
教
育
委
員
会
は
、「
今

後
も
市
民
講
座
で
平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

座
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

講演を行う宮塚氏

旗門が設置されたコースを滑る大回転競技

　
２
月
28
日
、
カ
ム
イ
み
さ
か
ス
キ
ー
場
で

第
４
回
笛
吹
市
ス
キ
ー
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
各
地
か
ら
48
人
の
選
手
が

参
加
。
年
齢
別
の
８
部
門
に
分
か
れ
、
大
回

転
競
技
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
小
学
生

　
男
子
の
部
　
天
野
　
　
拓（
石
和
町
）

　
女
子
の
部
　
石
原
な
な
実（
八
代
町
）

■
中
学
高
校
生

　
男
子
の
部
　
柳
沢
　
啓
人（
八
代
町
）

　
女
子
の
部
　
柳
沢
　
知
里（
八
代
町
）

■
成
年

　
男
子
の
部
　
有
賀
　
章
二（
石
和
町
）

　
女
子
の
部
　
青
柳
　
真
美（
石
和
町
）

■
マ
ス
タ
ー
ズ

　
男
子
A
部
　
飯
島
　
治
良（
一
宮
町
）

　
男
子
B
部
　
小
島
　
重
人（
八
代
町
）

石和町老連による「佐渡おけさ」

　
２
月
17
日
か
ら
20
日
ま
で
、
い
ち
の
み
や

桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
・
同
ス
ポ
ー
ツ
公

園
を
会
場
に
、
第
３
回
笛
吹
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
「
元
気
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
絵
画
や
手
芸
な
ど
の
作
品
展

示
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
が
舞
踊
や
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
、
民
謡
な
ど
を
披
露
す
る
芸
能
発
表

会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
詰
め
か
け
た
来
場
者
は
、
曲
に
合

わ
せ
て
拍
手
を
し
た
り
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た

り
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



「こころの処方箋」
河合隼雄　著

「国家の品格」
藤原正彦　著

「16歳の教科書」
七人の特別講義
プロジェクト　著

「悩む力」
姜尚中　著

○
石
和
図
書
館

６
日
（
月
）・
13
日
（
月
）・
20
日
（
月
）・

27
日（
月
）�

�
�

○
御
坂
図
書
館

１
日
（
水
）・
８
日
（
水
）・
15
日
（
水
）・

22
日（
水
）・
30
日（
木
）

○
一
宮
図
書
館

６
日
（
月
）・
12
日
（
日
）【
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
た
め
】・
13
日
（
月
）・
20
日
（
月
）・

27
日（
月
）・
29
日（
水
）・
30
日（
木
）

○
八
代
図
書
館

６
日
（
月
）・
13
日
（
月
）・
20
日
（
月
）・

27
日（
月
）・
29
日（
水
）・
30
日（
木
）

○
境
川
図
書
室

５
日
（
日
）・
12
日
（
日
）・
19
日
（
日
）・

26
日（
日
）・
29
日（
水
）

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

６
日
（
月
）・
13
日
（
月
）・
20
日
（
月
）・

27
日（
月
）・
30
日（
木
）�

　
小
・
中
学
校
な
ど
で
は
４
月
か
ら

新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
市
教
育
委
員
会

の
山
田
教
育
長
に
、
本
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。

　　
教
育
長
に
と
っ
て「
本
」と
は
？

　
教
師
と
し
て
学
校
現
場
に
携
わ
っ

て
い
た
中
で
思
う
の
は
、
小
学
校
低

学
年
か
ら
「
読
み
聞
か
せ
」
で
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
中
で
蓄
積

さ
れ
た
も
の
が
力
と
な
り
、
将
来
人

生
に
お
い
て
選
択
す
る
時
の
自
信
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
本
と
は
、
読
む
こ
と
で
心
が
豊
か

に
な
り
、
落
ち
着
い
て
多
く
の
体
験

を
間
接
的
に
自
分
の
心
の
中
に
し
ま

え
る
も
の
、
引
き
出
し
を
た
く
さ
ん

持
て
る
も
の
、
自
分
自
身
を
創
っ
て

い
く
糧
（
か
て
）
と
な
る
も
の･

･
･

「
心

の
栄
養
素
」
で
あ
る
。

感
動
し
た
本
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

■
中
・
高
校
生
時
代

　「
伊
豆
の
踊
り
子�

�川
端
康
成�

�著
」

■
教
員
時
代
に
読
ん
だ
本

「
人
間
の
壁
　
石
川
達
三
　
著
」

■
教
頭
時
代
に
読
ん
だ
本

「
人
び
と
の
旅
路�

内
海
隆
一
郎�

著
」

■
教
育
長
に
な
っ
て
か
ら
読
ん
だ
本

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
４
月
９
日（
木
）・
23
日（
木
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
４
月
２
日（
木
）・
16
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

４
月
４
日
（
土
）・
11
日
（
土
）・
18
日
（
土
）・

25
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

　　●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
４
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
４
月
４
日(

土
）　
午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
（
大
人
の
た
め
の
い
や
し

の
時
間
）

　
４
月
17
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

４
月
８
日（
水
）（
今
月
は
第
２
水
曜
日
）

　【
あ
ん
よ
】

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

　（
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
）

　【
だ
っ
こ
】

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　（
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
４
月
22
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
４
月
18
日（
土
）

　
午
後
２
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
〜
お
は
な
し
会
〜

　
４
月
５
日（
日
）・
26
日（
日
）

　
午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ

〜
お
母
さ
ん
に
な
る
あ
な
た
へ
・
な
り
た

い
あ
な
た
へ
〜

　
４
月
10
日（
金
）・
24
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

（
子
育
て
真
っ
最
中
の
皆
さ
ん
、こ
れ
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
皆

さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
）

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
４
月
19
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
４
月
11
日（
土
）　
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

４
月
１
日
（
水
）・
８
日
（
水
）・
15
日
（
水
）・

22
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

４
月
11
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、随
時
お
は
な
し
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も（
乳
幼
児
向
け
）

　
４
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
４
月
11
日（
土
）　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
４
月
18
日（
土
）　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ�

　
４
月
25
日（
土
）　
午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ
り
・

老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院

な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ

れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に
な

り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館（
担
当�

石
倉
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

　皆さんから依頼があれば、施設、病院、
学校、保育所などで出前おはなし会を
開催します。
　気軽にお問い合わせください。

　皆さんのご要望におこたえして、ＣＤ・
ビデオ・ＤＶＤも返却のみでき
るようになりました。

　　最寄りの図書館に読みたい本がな
くても、市内の図書館から取り寄せ
ができます。
　� また、県内図書館の蔵書
を借りることもできますの
で、ご相談ください。

　6つある市立図書館のうち、毎日必ずどこかの図書館が開館しています。
最寄りの図書館がお休みの日には、ちょっと気分を変えて隣の図書館へ
足をのばしてみませんか。皆さんのお越しをお待ちしています。

　毎月最後の平日は、市内図書館は月末
休館します。
　ただし、石和図書館は開館しています
のでご利用ください。

月末に開館しているのは、県内でも
笛吹市だけです！



　ドイツのバート・メルゲントハイム市と友好関係にある笛吹市（日本）、ボルゴマ
ネロ市（イタリア）、ディングレベンス市（フランス）の４つの都市の子どもたちが、
物語「虹のもう一方の端（はし）」を題材に描いた絵画、計80点を展示します。

▼桜、桃、菜の花など、色とりどりの花たち
に彩られ、いよいよ桃の花まつりが始まりま
す。皆さんどうぞお楽しみください。
ところで、市では花のあるまちづくりを応援
していますが、花を育てるのはお好きですか。
私の家族はガーデニングが好きで、外が暖か
くなると、庭でせっせと作業を始めます。寒
い冬が終わり、外で過ごせるようになるのが

とても嬉しいんだそうです。
楽しそうな姿がうらやましくて、私もこの冬
にチューリップの球根を植えてみました。最
近は芽が出始め、毎日すくすくと成長してい
ます。無事に咲くかどうかはもう少し先のお
楽しみ。この広報紙が皆さんに届く頃にはど
うなっているでしょうか。　　　　　　�（H）
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